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「ライフコンセプト」の紹介「ライフコンセプト」の紹介「ライフコンセプト」の紹介「ライフコンセプト」の紹介    
    

 

キリストを心に受け入れて、新しい人生が始まると、本物の変化が起こります。新しいクリスチャンは、暗闇の王国から

神の子キリストの王国へと移されます。新しい人生への贈り物は聖霊を通して分け与えられ、罪の力はキリストの死と

復活の力が、クリスチャンの実生活に適用されることで打ち破られていきます。キリストのおかげで、新しいクリスチャン

も天にあるあらゆる霊的祝福を受け継ぐ存在とされています。この「本物の変化」がもたらす新しい人生のリアリティーを

挙げるのならば、それこそいくらでも出てくるでしょう。 

 

このような本物の変化はあるのですが、新しいクリスチャンにはそれらをしっかり理解するまでの助けが必要です。エペ

ソ４：１５に「愛をもって真理を語り、あらゆる点において成長し、かしらなるキリストに達することができるため・・・」とある

ように、「真理」と「愛」が新しいクリスチャンの土台になる必要があるのです。「真理」は、新しいクリスチャンがキリストと

の新しい関係に入った結果、自分の人生に何が起きているのかを理解するのを助けます。また「愛」を通して、新しいク

リスチャンは、新しい人生で直面する様々な葛藤の中でも、成熟に向かい前進する励ましを受けるのです。 

 

新しいクリスチャンに、愛と真理、励ましと理解をもたらすことは、先に救われた者にとっての大きな特権であり、また責

任でもあります。ライフコンセプトはこういった必要に応えるための一助として作られました。 

 

 

ライフコンセプトの特徴ライフコンセプトの特徴ライフコンセプトの特徴ライフコンセプトの特徴    

 

ライフコンセプトはクリスチャン生活の本質に関わる真理を提供し、愛と励ましの関係が育まれる環境で、それらの真理

を理解していくことにフォーカスしています。このシリーズは、以下の５つの基本的な概念（ライフコンセプト）からなってい

ます。 

 

１． 救いの確信 
２． 信じる者への赦し 
３． 御霊の満たし 
４． 御霊による歩み 
５． 霊的成長 

 

この教材の大きな特徴は、使う人が一方的に教えるのではなく、新しいクリスチャンとの自然な会話の流れの中で、共

に考え、学べるようになっていることです。各課は５つの部分からなっています。 

 

 

    

各課の５つの部分各課の５つの部分各課の５つの部分各課の５つの部分    

 
① Stories（ストーリー） 
 

“ストーリーを語り合う”では、お互いの正直な体験を分かち合います。このことはあなたと新しいクリスチャンとの親しさ

を育むのに役立つでしょう。また、その課で学ぶ概念と実生活とのつながりを理解する助けにもなるでしょう。 
 
 
 
② Struggles（葛藤） 
 
“私たちの葛藤を考えてみよう”では、新しいクリスチャンに起こりうる現実の葛藤を明らかにし、このような葛藤を正直に

見つめ取り組みたいという心からの動機を育むきっかけとします。 
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③ Solution（解決） 
 
“解決を探る”では、その課の概念に関連するひとまとまりの聖書箇所を読み、神さまがどのような真理を私たちに伝え

ているのかを発見します。ひとまとまりの聖書箇所をじっくり学ぶことで、新しいクリスチャンは聖書にもっと親しんでいく

ことでしょう。 

 

④ Sketch（図） 
 
“図を見て考えよう”では、図を見ながら、新しいクリスチャンが聖書から学んだ鍵となる概念を理解するのを助けます。 

 

⑤ Steps（適用） 
 

“適用”は、新しいクリスチャンに、御言葉から学んだことに信仰を働かせて取り組んでいく機会と助けを提供するための

ものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

ライフコンセプトを使用する際の原則ライフコンセプトを使用する際の原則ライフコンセプトを使用する際の原則ライフコンセプトを使用する際の原則    

 

１． それぞれの課のタイトルを暗記することで、シリーズの大まかな方向性を学んでください。それぞれのタイトルには、

私たちの「葛藤」と神さまの「解決」が含まれています。これらのタイトルを理解することは、各課の相互関係を理解

するのに役立ちます。また、前回の学びの復習から今回の学びへの導入の橋渡しをする際にも役立ちます。 

 
• 不安から確信へ 
• 価値がないと感じる者から赦された者へ 
• できない者から力を与えられる者へ 
• 備えのない者から整えられた者へ 
• 霊的な幼子から霊的な大人へ 

 

２． ライフコンセプト各課の五つの部分を覚えること。 

 

• Stories（ストーリー） 
• Struggle（葛藤） 
• Solution/Scripture（解決／聖書） 
• Sketch（図） 
• Steps（適用） 
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３． 以下の表を見て、このシリーズの大まかな構成に親しむこと。 

 

 ストーリーストーリーストーリーストーリー    

StoriesStoriesStoriesStories    

葛藤葛藤葛藤葛藤    

StrugglesStrugglesStrugglesStruggles    

解決解決解決解決    

SolutionSolutionSolutionSolution    

図図図図    

SketchSketchSketchSketch    

適用適用適用適用    

StepsStepsStepsSteps    

確信確信確信確信    

互いの不安を分

かち合う 

新しい関係にお

ける不安 

確信 

Ⅰヨハネ５:９～ 

１３ 

 

二つの線 

（福音を復習しな

がら） 

ヨハネの福音書

か第一ヨハネの

手紙を読む 

赦し赦し赦し赦し    

罪を犯したときと

そのあとの感情

を分かち合う 

罪と失敗のゆえ

に、自分には価

値がないと感じ

る 

赦し 

Ⅰヨハネ１：５～

２：２ 

光のうちを歩む 告白 

力を与えられ力を与えられ力を与えられ力を与えられ

るるるる    

クリスチャン生活

が難しいと感じ

る体験を分かち

合う 

クリスチャン生活

が自力では不可

能であること 

力を与えられる 

Ⅰコリント２：９～

３：３ 

 

御霊によって歩

む人生（前半） 

御霊の満たし 

備えられる備えられる備えられる備えられる    

心の中での葛藤

を分かち合う 

クリスチャン生活

での備えのない

葛藤 

 

整えられる 

ガラテヤ５:１６～

２６ 

御霊によって歩

む人生（後半） 

御霊に満たされ

て歩む 

成熟成熟成熟成熟    

成熟に関する分

かち合い 

クリスチャン生活

での未成熟さ 

成熟 

使徒２：４２～４７ 

成熟に必要な環

境 

成熟に向けての

計画 

 

 

 ストーリーストーリーストーリーストーリー    葛藤葛藤葛藤葛藤    解決解決解決解決    図図図図    適用適用適用適用    

 

 

４． それぞれの課の最初であなたのストーリーを分かち合うとき、あなたが経験した葛藤のみを分かち合ってください。

そのとき、イエス様がその問題をどのように解決してくださったかを分かち合ってはいけません。この段階での会話

の目的は、新しいクリスチャンの葛藤に寄り添うことです。あなたの証しによって解決を見つけることではありません。

それよりもむしろ、新しいクリスチャン自身に聖書からの解決を見つけさせた方がいいのです。もしあなたが、特別な

葛藤を覚えたことがないなら、クリスチャンの友人にそういう葛藤がなかったか聞いてみてください。そしてその課の

導入として、その友人の経験を使ってもいいです。（例：「僕の友だち、かずきのストーリーを分かち合うね。彼がイエ

ス様を信じたときは･･･」） 

 

５． あなたのストーリーは短くまとめること。長くて２分。それはその課のライフコンセプトへの導入であって、プレゼンで

はないことを心に留めましょう。 

 

６． 相手のストーリーや経験を聞くときには、本当の意味での葛藤を経験していないかもしれないことを心に留めておい

てください。もしそういう葛藤を覚えていたなら、学びの必要性を強く感じ、適用もしやすいでしょう。もしまだそういう

葛藤を覚えていないなら、将来的に出会うであろう葛藤への備えをしていると思って接してあげてください。 

 

７． あなたの目標は、新しいクリスチャンが大切な霊的概念を理解できるよう助けることであり、すべての質問に答える

ことではありません。ですから、もし飛ばしたい質問があれば、臨機応変にそうしてもかまいません。各課の概念は

２０～２５分くらいで説明できるでしょう。もしそれぞれの質問をしっかり話し合うなら、全部で４５分以上はかかるでし

ょう。どのようなペースで進めるかよく計画しておいてください。 

８． 新しいクリスチャンにとっては、自分の聖書を開いて、関連する聖書箇所を読むのがいいでしょう。自分の聖書を使

うことに少しずつ慣れていくからです。もし聖書を持っていないのなら、配布用の新約聖書などを一冊プレゼントしま

しょう。 

 

９． 相手と会うときには、他のクリスチャンとの“心のつながり”も大切であることを覚えてください。新しいクリスチャンが

成長するための環境として、あなたとその人との関係は重要な要素です。しかし、同様に、その人と他のクリスチャ

ンたちとの小グループでのつながりや、さらに大人数のキリストの体（特に、地域教会）とのつながりも大事です。こ

のような関係作りに時間をとって助けてあげましょう。このことは私たちにとっての最優先事項の一つです。 
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１０．ここで学ぶ概念や分かち合いは、クリスチャン歴の長い人にも必要なものです。各課は実生活での体験とそれに

関する聖書箇所にフォーカスしていますし、すべてのクリスチャンに適用できる本質的な真理をさらに深く掘り下げ

るガイドとして役立つことでしょう。 

 

ライフコンセプトを誰かと始めるには…ライフコンセプトを誰かと始めるには…ライフコンセプトを誰かと始めるには…ライフコンセプトを誰かと始めるには…    

 

以下は、キリストを受け入れたばかりの人とどのようにこの学びを始めていくかの会話例です。新しいクリスチャンとして

その人が実際に抱えるであろう必要に気づかせながら、ライフコンセプトを紹介するのが自然でいいでしょう。ここでの

例は、ライフコンセプトを通して、知識的な理解を助けることと、クリスチャン同士の交わりから来る励ましを与えることに

フォーカスしています。実際の場面では必ずしもはじめにこの両方の必要にフォーカスする必要はありませんが、以下

の例は、どちらの必要にも応えられるように意図してあります。 

 

仮に、たかし君がたった今イエスさまを信じ受け入れる祈りをしたとします： 

 

「たかし、イエス様を受け入れたね。ほんとうれしいよ！（Big Smile！）今、たかしは人生においてとっても重要なお

祈りをしたんだよ。イエス様を罪からの救い主として信じ受け入れると、神さまとの新しい関係、新しい人生の歩み

が始まるんだ。でもこれは新しい関係のほんの始まりに過ぎないんだ。どんな人間関係でも最初は、多くのことを学

んだり経験したりする必要があるよね。神さまとの関係でもはじめに学ぶことはいろいろあると思うんだ。それで、た

かしの助けになればと思って、いくつかのことを話したいんだ。」 

 

「新しいクリスチャンとして、たかしには特に二つの大きな必要があると思うんだ。それはクリスチャン人生の基本を

聖書から理解することと、他のクリスチャンたちからの励ましを受けること。」 

 

 

「ふつう、新しいクリスチャンは、最初の数週間か数ヶ月間の間に、クリスチャンとしての歩みに関していくつかの重

要な質問が浮かんだり、時には難しい内面の問題にぶち当たるものなんだ。」 

 

「例えばね･･･ 

キリストとの関係は失うことがあるのだろうか 

失敗ばかりする自分には価値がないのではないか 

神さまが願うような生き方なんて自分にはできるわけがない 

内面の葛藤をどう取り扱ったらいいのだろう 

霊的に成熟していくにはどうしたらいいのだろう 

 

このような葛藤は世界中、ほとんどすべてのクリスチャンに共通しているのだけれど、聖書を学ぶと、それらをどう

取り扱ったらいいのかが分かるようになるんだ。」 

 

「ぼくもクリスチャンになったばかりのころ、SI スタッフのあつしさんと一緒に学びのときを持って、とっても助けになっ

たんだ。そのときあつしさんに使ってもらったのがライフコンセプトという学びなんだ。たかしにも同じような助けがで

きればと思っているのだけれど、とりあえず第一課を一緒にやってみないか？」 

 

「たかしがこれからクリスチャンとして成長していくためには他のクリスチャンたちからのたくさんの励ましが必要に

なるんだ。たかしには僕のほかに誰か親しいクリスチャンの友人はいる？（もしいるなら→）それはすばらしいね～。

ぜひ今日その友だちにも、たかしが今日イエス様を信じたことを伝えてあげてね。きっと喜ぶと思うよ。（もしいない

なら→）それじゃあ今度、ぼくのクリスチャンの友だちを紹介するよ。」 

 

 

新しいクリスチャンをライフコンセプトの学びに動機付けするための鍵は、ここで述べたような問題をどのように取り扱う

べきかを知る必要があることに気づかせてあげることです。（彼らが今現在それらの葛藤を覚えているかどうかに関わら

ず） 
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要約要約要約要約：すべてのクリスチャンには確信がほしいという純粋な飢え渇きがあります。しかしながら、多くの人は程度の差こそあれ不安を覚えています。特に新しいクリスチ

ャンはこの葛藤に悩まされます。第一課では、イエスや永遠のいのちに関して、新しいクリスチャンに聖書からの確信を与えたいと願っています。 

 

ストーリーを語り合うストーリーを語り合うストーリーを語り合うストーリーを語り合う    
 

イエス･キリストとの新しい関係に入ったほとんどの人が、葛藤を経験します。よくある最初の葛藤が「確信」に関するものです。あなたは、新しいクリスチャンがキリスト

との関係が「不確か（はっきりしない）」というところから、本当の意味での「確かさ（確信）」へと導く手助けをすることができます。 
２分以内であなたの確信がなかったときの経験を分かち合ってください。分かち合うとき、それがどのように解決されたかについては短く話してください。後でそれに

ついて話し合うからです。この段階では、相手と同じような葛藤が自分にもあり、それが解決される必要があるのだという同じ目線に立つことで十分です。 
もしあなたが確信に関してそれほど大きな葛藤をもったことがなければ、他のクリスチャンに彼らの葛藤について聞いてみましょう。そして、「私の友達の経験をまず 

分かち合うよ」と始めると自然でしょう。それから、相手にクリスチャンになってからどんな疑いが湧いてきたか聞いてみましょう。 そのあとで、右の囲いの中にある「よく

ある疑いや不安」の質問リストに移るといいでしょう。 

 

誰でも自分と神さまとの関係について不安を覚えた経験があるのではないでしょうか。 

 

私の経験は… 

 

あなたの経験は… 

 

イエス・キリストとの関係について、 

どのような疑いや不安を抱いたことがありますか？  

 

 

 

私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう  
実はこのような質問の背後には「関係における疑いや不安」があるのです。そこで、

「新婚夫婦のたとえ」をもとに話し合ってみましょう。 

 

関係における疑いや不安が 

もたらす影響について考えてみよう。  

 

例えば、結婚したばかりの夫婦に 

たくさんの疑いがあったとしたら・・・  

 

関係に関する疑い：この関係はずっと続くのだろうか？  

 

相手についての疑い：この人でよかったんだろうか？  

 

自分自身についての疑い：私はこの人を心から愛して 
いるのだろうか？  

 

これらの疑いは結婚関係にどのような影響を及ぼすでしょう？それはなぜ？ 

 
そういう疑いは結婚生活をいつの間にか破壊し、コミュニケーションに壁を作ってしまうでしょう。また、二人の間に、変な緊張感、不安、イライラをもたらすでしょう。

その結果、二人は結婚におけるすべての喜びや楽しみを失い、お互いに対して本当にこの人で良かったのだろうかと疑うようになります。 
 

 

それと同じような疑いがあるなら、私とイエス・キリストの関係にどのような影響を及ぼすでしょう？それはな

ぜ？ 

 
やはり、イエス様との新しい関係を楽しめなくなるでしょう。この素晴らしいお方との親しさを深めていくことも難しくなり、結果としてクリスチャンとして成長することも

難しくなるでしょう。 

 

 

 

よくあるよくあるよくあるよくある疑い疑い疑い疑いや不安や不安や不安や不安    
 

・イエス・キリストとの関係を 

失うことってあるのだろうか？ 

 

・私は本当にまじめに受け入れる

祈りをしたのだろうか? 

 

・自分のような者が本当に救われ

るんだろうか? 

 

・救われた気分がしないんだけ

ど、だいじょうぶかな? 

 

・毎日受け入れる祈りをする必要

があるのだろうか? 

 

第１課第１課第１課第１課    

不安から不安から不安から不安から確信確信確信確信へのステップへのステップへのステップへのステップ    
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解決を探る解決を探る解決を探る解決を探る一緒に、導入部分と聖書個所を読みましょう。 

ヨハネは、偽教師によって不安定になっていたクリスチャンたちに確信を与えるために手紙を書きました（ヨハネの

手紙第一）。以下の聖書箇所と質問を使って、ヨハネがそれらの問題をどのように扱っているかを一緒に探ってみま

しょう。 

(5:9) 

ここで言うあかしとは証言するという意味です。    

あなたは何かについて証言したことがありますか？ 
この短い段落のキーワードは「あかし」です。新しいクリスチャンに９～１１節に出てくる「あ

かし」という言葉にしるしを付けさせましょう（全部で７回）。「あかし（証言）」という言葉は、通

常は裁判で使われるものだと私たちは思っています。しかし、ここの文脈では、もっと一般

的に「何かの事実を誰かが確かめるための証言」ということです。 

 

誰かの証言が信頼できるかどうか、どうしたら分かりますか？ 

 
それはその証人の「人格」や「知識」によります。証人が裏表のない人であるか、問題に

ついての知識を持っているかに関係しています。ある人が信頼できる証言をしてくれたら、

私たちはその人を信頼します。神さまは人間よりもはるかに信頼でき、知識に富んだ方です

から、私たちは神さまの証言をもっと信じることができるでしょう。 
 

神さまは何についてあかし（証言）をされましたか? 
 御子イエスについてです。 
 

(5:10) 

神さまが私たちにあかしを与えてくださったので、どんな２つ

の選択肢がありますか？ 
神さまを（つまり神さまがおっしゃったことを）信じるか信じないかです。 

 

私たちが神さまを信じることを選ぶなら、 

どうなりますか？ 
 御子（イエス）を信じる人は、神のあかしを自分の心に持つと、書かれています 

 

私たちが神さまを信じないことを選ぶなら、 

どうなりますか？ 
 神を偽り者とする。 つまり、神さまはウソつきで、神さまの証言は信じるに値しないと言

っているようなもの。 
(5:11) 

神さまが私たちにくださったものとは何ですか?  

では、それはどこにあるでしょうか? 
神さまが私たちに（これを味わうために受け取るべき）プレゼントとして「永遠のいのち」を与えてくださったということ。永遠のいのちは私たちが努力して得

るものではない。報いではなく、プレゼント。この永遠のいのちが御子イエスのうちにあるということです。 

 

以下の例えを使ってみてもいいでしょう： もし封筒に手紙を入れたとして、その封筒がどこに行ったとしても、手紙はその中にありますよね？では、その封筒

をかばんに入れたとしたら手紙はどこにありますか？当然かばんの中ですよね。その封筒がかばんの中にないとき、手紙はそこにあるでしょうか？封筒の中に

ありさえすれば、手紙は別のところには行きません。永遠のいのちについても同じことが言えます。いつも同じところにあります。同じ例えでいくなら、同じところ

（＝封筒）とはキリストのうちにあるということです。イエス･キリストがおられるところならどこでも、永遠のいのちはそこにあります。キリストがおられない場所には、

永遠のいのちもありません。これが５：１２のポイントです。 

 

(5:12) 

ここに書かれている２種類の人はどんな人ですか？ 
御子を持っていて永遠のいのちを持っている人と、御子を持っておらず永遠のいのちを持っていない人。 
御子（＝キリスト）を持っているのに、いのちを持っていないということはありえますか？ 
ありえない。いのちは御子のうちにあります。 
御子（＝キリスト）を持っていないのに、いのちを持っているということはありえますか？ 
ありえない。 
いのちを持っているけれど、それがあいまい（不確か）だと感じることはありえますか？ 
これこそヨハネがこの手紙を書いた理由です。つまり、クリスチャンになっても、新しいいのちを持っていないように感じることはありうるのです。また、さまざまな声

に惑わされて、キリストとの新しい関係に、疑いや不安を持つということもあり得るのです。 

 

(5:13) 

ヨハネはこれらのことを誰に向けて書いていますか？ 
神さまの御子（キリスト）の名前を信じる人々、つまりクリスチャンに向けてです。 
なぜヨハネは彼らに書いたのでしょうか？ 
イエスを信じる人たちが永遠のいのちを持っていることをよくわかるようになるため。 
ヨハネは、私たちが永遠のいのちを持っていることを確信できると、信じているでしょうか？ 
はい、神さまの証言を信じることによって、キリストを心に持っていることと永遠のいのちがあることを確信できると信じています。 

ⅠⅠⅠⅠヨハネ５：９～１３ヨハネ５：９～１３ヨハネ５：９～１３ヨハネ５：９～１３    
5:9 もし、私たちが人間のあかしを受け入れ

るなら、神のあかしはそれにまさるもので

す。御子についてあかしされたことが神のあ

かしだからです。 

5:10 神の御子を信じる者は、このあかしを

自分の心の中に持っています。神を信じな

い者は、神を偽り者とするのです。神が御子

についてあかしされたことを信じないからで

す。 

5:11 そのあかしとは、神が私たちに永遠の

いのちを与えられたということ、そしてこのい

のちが御子のうちにあるということです。 

5:12 御子を持つ者はいのちを持っており、

神の御子を持たない者はいのちを持ってい

ません。 

5:13 私が神の御子の名を信じているあなた

がたに対してこれらのことを書いたのは、あ

なたがたが永遠のいのちを持っていること

を、あなたがたによくわからせるためです。 
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図を見て考えよう図を見て考えよう図を見て考えよう図を見て考えよう    

私たちが御子（＝キリスト）を持っている私たちが御子（＝キリスト）を持っている私たちが御子（＝キリスト）を持っている私たちが御子（＝キリスト）を持っていることはどのようにして分かるのでしょうか？ことはどのようにして分かるのでしょうか？ことはどのようにして分かるのでしょうか？ことはどのようにして分かるのでしょうか？  
これらの概念を説明している図を見ながら、自分の人生に置き換えてみましょう。そして、新しいクリスチャンのいのちがどこにあるかを考えてみましょう。 

 

    

    

    

    

    

    

    

A.A.A.A.    ヨハネ３：１６を読みましょう。（二つの行き先）ヨハネ３：１６を読みましょう。（二つの行き先）ヨハネ３：１６を読みましょう。（二つの行き先）ヨハネ３：１６を読みましょう。（二つの行き先）    

この箇所には、どのような２つの行き先が書かれていますか？ 
滅びか永遠のいのちか。２本の線の終わりが２つの行き先を表しています。 
どちらの行き先を神さまは私たちに望んでおられますか？それはなぜ？ 

   永遠のいのち。神さまは私たちを愛しておられるから。「永遠のいのち」という語を○で囲みましょう。 

B.B.B.B.    ローマ６ローマ６ローマ６ローマ６::::２３を読みましょう。（別れ道）２３を読みましょう。（別れ道）２３を読みましょう。（別れ道）２３を読みましょう。（別れ道）    

罪の報いは何でしょう？ 
死（神さまとの断絶を示しています） 

 

下の方の線に“×”を書き込み、あなたの名前を書き込みましょう。あなたのストーリーを振り返って、あなたがイエス様を救い主として受け入れる前には、永

遠の死の線に自分がいたことを説明します。 

神さまが私たちに与えたいと思っているものは何でしょう？それはどうやって与えられますか？ 
この聖句によると、神さまは私たちに御子を通してプレゼントとして永遠のいのちを与えたいと願っておられます。 

 

C.C.C.C.    ローマ５ローマ５ローマ５ローマ５::::８を読みましょう。（根拠）８を読みましょう。（根拠）８を読みましょう。（根拠）８を読みましょう。（根拠）    
神さまの私たちへの愛は、私たちが罪人であったときも変わらずに注がれていました。実際に、神さまはその愛をもっとも力強い方法で私たちに表してくださ

いました。 

 

神さまはどのようにして私たちに対する愛を明らかにしていますか？ 
神さまの愛のために、イエス様を身代わりにされました。ここでのキーポイントは「なぜイエスが死ななければならなかったのか」を理解することにあります。 

なぜイエス様は死ななければならなかったのでしょうか？ 
それは私たちの罪に対する代価を支払うためで、その結果、私たちが赦され、新しいいのちを持つためです。 

 

D.D.D.D.    ヨハネ５：２４を読みましょう。（応答）ヨハネ５：２４を読みましょう。（応答）ヨハネ５：２４を読みましょう。（応答）ヨハネ５：２４を読みましょう。（応答）    

この聖句によると、救いにおいて私のなすべきことは何でしょう？ 
  このメッセージを聞き、信じることです。 

 

    冒頭に分かち合ったストーリーの残りの部分（あなたがどのようにキリストを受け入れたか）を分かち合ってください。下の方の線から矢印を伸ばし、十字架を

通って、永遠のいのちの方の線に届くようにしましょう。その線のところにあなた自身を表す“×”を書き込みましょう。もう一度、以前感じていた「救いのあいま

いさ」について話し、キリストが自分のうちにいることを知ったがゆえに、永遠のいのちをもっていることを確信するようになったことを分かち合ってください。 
 

キリストは、私たちの罪の代価を支払うために十字架につけられ、死なれました。しかしキリストは死から復活し、

今はいのちの主として生きておられます。このメッセージを聞き、自分勝手な道から方向転換をして、イエス･キリス

トを救い主として信じるすべての人は、“死”から“いのち”に移っているのです。 
   「キリストは、私たちの罪の代価を・・・」の段落を読んだ後、もう一度Ⅰヨハネ５：１１～１３に戻りましょう。 

 

Ⅰヨハネ５：１１～１３をもう一度見てみましょうⅠヨハネ５：１１～１３をもう一度見てみましょうⅠヨハネ５：１１～１３をもう一度見てみましょうⅠヨハネ５：１１～１３をもう一度見てみましょう。（確信）。（確信）。（確信）。（確信）    

この図によると、キリストを持っている人はどこにいるでしょうか？ 
永遠のいのちの線上。 
キリストを持っていない人はどこにいるでしょうか？ 
死の線上。 

この図のどこにあなたはいますか？その理由は？ 
相手が永遠のいのちの線上を選んだなら、「死からいのちに移ったのはいつだと思いますか？」と聞いてみましょう。死の線上を選んだなら、「その線上である理

由は何ですか？」と聞いてみましょう。あなたの人生にはキリストが必要です。次の質問に行く前に、「あなたの人生にキリストが必要だと思いますか？」と聞いて

みましょう。 

あなたは今、永遠のいのちをもっていると、どのくらい確信がありますか？０～１００％の中だと？ 
もし１００％未満の答えが返ってくるのなら、残りの部分がどうしてなのかをやさしく聞いてあげましょう。まだ神さまのことを知り始めたばかりですから、疑いや不

安があるのは当然のことです。さばくことなく、理解を示してあげましょう。そしてもう一度、イエスを信じた人は１００％永遠の命を持っている事実をやさしく確認

してあげましょう。 

 

まとめ：まとめ：まとめ：まとめ： 

神さまの約束に基づくならば、キリストを信じるすべての人は、神さまと過ごす永遠のいのちを持っていることを

確信できるのです。 
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適用（自分で読んでみましょう）：適用（自分で読んでみましょう）：適用（自分で読んでみましょう）：適用（自分で読んでみましょう）：    
 使徒ヨハネは２種類のタイプの人に宛てた手紙を書いています。相手のニーズにあった方を読むように勧めてあげてください。 

 

 もし相手が、イエス自身についてあいまい（不確か）であるならば、『ヨハネの福音書』を読み、イエスが神の御子であることが分かる個所を探してもらいましょう。そし

て、私たちがどのように応答すべきかを説明している個所に印をつけるように勧めてください。イエスが神の御子であり、永遠のいのちの源であるという箇所に色鉛筆

で下線を引いてみたりすると、読む作業が楽しくなるかもしれません。 

 

 もし相手の疑いが、自分自身にあるのなら、別の提案をしてみてください。その人がはっきりとイエス様を信じているのに、永遠の命には疑いがあるのなら、Ⅰヨハネ

全部（特に 5:13）を読むことを勧めてください。Ⅰヨハネのキーワードは「知る」です。この語が出たら毎回そこを○で囲むか、同じ色で印をつけるように新しいクリスチャ

ンに勧めてください。    

ヨハネは私たちに確信を与えるために他にも多くのことを書きました。 

 

イエスについて、また、イエスを信じたかどうかに確信がない人たちに向けて、 

ヨハネは『ヨハネによる福音書』を書きました。（ヨハネ２０：３０～３１参照） 

 

『ヨハネによる福音書』を読んでください。 

 

イエスが神の子であることが分かる箇所を探してください。 

 

私たちがどのようにイエスに応答すればいいか説明している箇所に 

印をつけてください。 

 

イエスを信じたけれども、永遠のいのちについては確信がないという人に、 

ヨハネは『ヨハネの手紙第一』を書きました。（Ⅰヨハネ５：１３参照） 

    

『ヨハネの手紙第一』を読んでください。 

 

“知る”という単語に印をつけてください。 

 

以下のことについて、Ⅰヨハネではどのように私たちに語っているかを 

探してみましょう。 

 

クリスチャンとして私たちが信じるべきことは何でしょう？  

 

クリスチャンとして私たちがなすべきことは何でしょう？ 

 

クリスチャンとして私たちはどのように愛すべきでしょうか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト 
 次回は、クリスチャン生活で失敗したときの対処法を学びます。私たちは正しいことをしようと思いますが、何度も、いろんなかたちで失敗します。その結果、しばしば

罪責感をもちます。ときには、深い劣等感を覚えます。しかし、神さまは私たちにそれらを包み込んで余りあるような神さまの愛と赦しを味わってほしいと願っておられ

ます。第２課ではそのことについて学びます。（相手と次に会う日時を決めることをお忘れなく！） 

 

 

 

 

 

 

次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト    
・不安から確信へ 

・⇒価値のないと感じる者から赦された者へ・⇒価値のないと感じる者から赦された者へ・⇒価値のないと感じる者から赦された者へ・⇒価値のないと感じる者から赦された者へ    

・できない者から力を与えられる者へ 

・備えの無い者から整えられた者へ 

・霊的な幼子から霊的な大人へ 
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要約要約要約要約：第２課の主題は「神さまの愛と赦し」です。新しいクリスチャンが神さまとの新しい関係において自分には価値がないと感じる葛藤状態から、赦されていることを体

験できるよう助けてあげましょう。 

 

ストーリーを語り合ストーリーを語り合ストーリーを語り合ストーリーを語り合うううう    
 

あなたがクリスチャンになりたての頃に味わった罪や失敗の経

験を分かち合ってください。その経験からあなたが価値のない者

だと思った気持ちに焦点を当ててください。その罪についての不

必要な細かい説明や、その葛藤がどのように解決したかは話さ

ないでください。ただあなたが経験したことを話すことで、相手の

目線に立ち、罪のあとに来る罪責感に共感することで十分です。

2 分以内で。 

 

キリストを信じると十字架の恵みで罪が赦さ

れ永遠の命の道を歩む存在とされます。しか

しこの地上で生きている間、罪との戦いや葛

藤がなくなるわけではありませんし、失敗も

してしまいます。 

 

私の経験は… 

 

あなたの経験は… 

 

キリストを受け入れて以来、どのくらいの頻

度で（いつも、ときどき、たまに…）このよ

うな葛藤を覚えますか？  
 

補う質問として(葛藤がよく分からない人のために)、「神さまが

あなたに願っているけれども、できないと感じたことはあります

か？」と聞いてみましょう。もし相手がそれを感じていたら、そう感

じるのは自然ですよと認めてあげましょう。もし相手がまだそれを

経験していないなら、将来的に起こることの備えであると説明しま

しょう。 

    
私たちの葛藤を考え私たちの葛藤を考え私たちの葛藤を考え私たちの葛藤を考えてみようてみようてみようてみよう 

 

あなたの大切な人に何か悪いことをしてしまったと気づいたら、どのように感じますか？ 
罪責感、価値がない、失敗したなど 

 

そのような感情を持ち続けると、その人との関係はどうなると思いますか？ 
その人から遠ざかったり、そばにいづらく感じたりするでしょう。 

 

その人があなたのことを赦してくれているのに、それを知らなかったとしたらどうでしょう？ 
心配するだろうし、思い煩いになるでしょう。 

 

では、私たちが赦されたと知ったらどうでしょう？ 
      解放された気持ちになるでしょう。 

 

イエス様との関係において罪責感を持ち続けることも、これと同じようなものです。 

どのような点で似ていますか？ 
罪のゆえに恥ずかしいと思ってイエス様から遠ざかるようになるでしょうし、親しさも薄れてくるでしょう。 

 

☆ ここで時間が許せば、“考えてみましょう”をやってください。 

 

 

 

 

 

 

第２課第２課第２課第２課    

価値がないと感じる者から価値がないと感じる者から価値がないと感じる者から価値がないと感じる者から    

赦された者へのステップ赦された者へのステップ赦された者へのステップ赦された者へのステップ    
    

考えてみましょう…考えてみましょう…考えてみましょう…考えてみましょう…    
もしイエス様が今あなたのそばに目

に見える形でおられるとしたら、あなた

の生活スタイルや振る舞いはどのよう

に変わるでしょうか？ 

 

イエス様を悲しませないために、今

していることでやめるべきだと思うこと

はありますか？ 

 

自分のどんな態度を変えたいと思

いますか？ 

 

目には見えませんが、イエス様はい

つもあなたと一緒にいてくださいます。

（ヘブル１３：５） 

罪や葛藤をそのままにしておくと、イ

エス様との親しい関係を心から楽しめ

なくなってゆくでしょう。 
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解決を探る解決を探る解決を探る解決を探る    一緒に、導入部分と聖書個所を読みましょう。 

ヨハネは、偽教師たちに惑わされそうになっているクリスチャンたちにこの手紙を書いています。以下の箇所では、

偽教師たちが教えていた「罪に対しての間違った態度」について取り上げています。この間違った教えに対するヨハ

ネの答えは、神がどのようなお方で、神との関係において生きるとはどのようなことなのか、という真理に基づいて

います。 

 

土台（土台（土台（土台（1:51:51:51:5））））    

神さまが光であるとはどういう意味でしょう？ 
聖書では、光という言葉は、真理や義（正しさ）の比喩として使われます。同様に、

闇は、うそや不義という意味で使われます。ヨハネは、真理であり、義である神さま

との関係に生きることがどういうことかを書いているのです。 

光には、日々の生活において、どんな役割がありますか？ 
光は物を見えるようにし、闇を取り除き、物事を明らかにします。 

光と神さまのご性質はどう似ているでしょうか？ 
神さまとの関係に入った人たちには、神さまの義はすべてのことを見えるように

し、罪を含めたすべてのことについての真理を明らかにします。 

 

１．１．１．１．    間違った主張間違った主張間違った主張間違った主張(1:6)(1:6)(1:6)(1:6)    

正しい応答正しい応答正しい応答正しい応答(1:7)(1:7)(1:7)(1:7)    
現代において、この主張はこんな感じになるでしょう。「自分には罪なんて関係

ない。だって赦されてるから。私のやりたいようにやっても、神さまと良い関係をも

てるでしょ。」 ヨハネはこの主張についてどのように言っているでしょうか？それは

偽りで、有り得ないと言っています。なぜでしょう？神さまは光であり、義と真理で

す。神さまは私たちの罪を明らかにします。 

私たちが神さまと正しい関係にあるなら、私たちの罪は

どうなりますか？ 
イエス様の血のゆえにきよめられています。これは私たちに罪がないということ

ではなく、ただ私たちの罪がきよめられるということです。 

 

２．２．２．２．    間違った主張間違った主張間違った主張間違った主張(1:8)(1:8)(1:8)(1:8)    

正しい応答正しい応答正しい応答正しい応答(1:9)(1:9)(1:9)(1:9)    
これをもっと分かりやすく言うと、「自分に悪いところなんて何もないよ」です。クリ

スチャンだからといって罪がないとは言えません。かえって自分の罪がもっと分か

るようになります。 

私たちは自分の罪をどう取り扱うべきでしょうか？ 
  告白しましょう。 

「告白」（言い表す）とはどういうことでしょうか？ 
 あなたがしたことを認めることです。基本的には神さまが示された罪に素直に同

意することです。罪を認め、イエス様にある赦しを宣言し、神さまに自分を変えてく

ださるよう助けを求めることです。 

私たちが罪を告白するなら、神さまは何をしてください

ますか？ 
 神さまは私たちを赦し、きよめてくださいます。 

    

特別な洞察特別な洞察特別な洞察特別な洞察: : : : 『罪の告白にはいくつかの側面があります。対象は神さまに対してだ

けです。罪に対しての真の悔い改めがあるなら、その人は、神さまに対して犯した

罪を神さまに自由に告白します。これは詩篇３２：３～６に見られます（参照：Ⅰヨハネ１：９、箴言２８：１３）。そういう告白は、静かになされること、もしくは、ダニエル９：１

９のように口に出してなされることもあります。詩篇５１篇のようなものは一般的な告白です。また、特に、ある罪に気づいたとき、気づいていない罪についても告白をす

ることもあります。それは自らの心の罪深さに気づいているからです（詩篇１９：１２）。具体的に罪を犯すことだけでなく、罪の中にいるという状態も告白の中に含まれま

す。（ローマ７：１８）』[H. E. Jacobs, The International Standard Bible Encyclopedia (Grand Rapids, Michigan: William B. Eerdmans Publishing Company), vol. 1, p.759.] 

 

３．３．３．３．    間違った主張間違った主張間違った主張間違った主張(1:10)(1:10)(1:10)(1:10)    

正しい応答正しい応答正しい応答正しい応答（（（（2:12:12:12:1----2222））））    
この主張は、「私は間違ったことなんかしていないよ」と言い換えられるでしょう。 

私たちは罪についてどのようにしていくべきでしょうか？ 
避けようと心がけること。 

私たちの罪に対しての究極的な解決は何でしょうか？ 
イエス・キリスト。私たちが罪を犯すとき、イエス様の死によって既に贖われ、赦されていることを思い出すことです。 

    
    
ⅠヨハネⅠヨハネⅠヨハネⅠヨハネ 1:51:51:51:5----2:22:22:22:2 のまとめのまとめのまとめのまとめ    

 次に進む前に、罪に対する間違った態度と正しい応答のまとめを簡単に見ましょう。 

    
3333 つの間違った態度つの間違った態度つの間違った態度つの間違った態度::::                                                            3333 つの正しい応答つの正しい応答つの正しい応答つの正しい応答::::    

１．私は罪を犯しても何も思わない。     １．神さまの光のうちに、神さまと一緒に歩む 

２．私には罪はない。            ２．自分に罪があることを神さまに素直に同意する 

３．私は罪を犯していない。         ３．罪を犯さないよう心がける 

ⅠヨハネⅠヨハネⅠヨハネⅠヨハネ 1111：：：：5555――――2222：：：：2222    
1:5 神は光であって、神のうちには暗いところが少

しもない。これが、私たちがキリストから聞いて、あ

なたがたに伝える知らせです。 

1:6 もし私たちが、神と交わりがあると言っていな

がら、しかもやみの中を歩んでいるなら、私たちは

偽りを言っているのであって、真理を行なってはい

ません。 

1:7 しかし、もし神が光の中におられるように、私

たちも光の中を歩んでいるなら、私たちは互いに

交わりを保ち、御子イエスの血はすべての罪から

私たちをきよめます。 

1:8 もし、罪はないと言うなら、私たちは自分を欺

いており、真理は私たちのうちにありません。 

1:9 もし、私たちが自分の罪を言い表わすなら、神

は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、すべて

の悪から私たちをきよめてくださいます。 

1:10 もし、罪を犯してはいないと言うなら、私たち

は神を偽り者とするのです。神のみことばは私た

ちのうちにありません。 

2:1 私の子どもたち。私がこれらのことを書き送る

のは、あなたがたが罪を犯さないようになるためで

す。もしだれかが罪を犯したなら、私たちには、御

父の御前で弁護してくださる方があります。それ

は、義なるイエス・キリストです。 

2:2 この方こそ、私たちの罪のための、・・私たちの

罪だけでなく全世界のための、・・なだめの供え物

なのです。 
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図を見て考えよう図を見て考えよう図を見て考えよう図を見て考えよう    
どのように罪を取り扱ったらいいのでしょうか？どのように罪を取り扱ったらいいのでしょうか？どのように罪を取り扱ったらいいのでしょうか？どのように罪を取り扱ったらいいのでしょうか？    

ここでの概念を説明した図を見ながら、クリスチャンが罪をどのように取り扱うのかを理解する助けとしましょう。    

    

    

    

A.A.A.A.    キリストを信じたとき、私の人生はどれくらい完璧だったでしょうか？キリストを信じたとき、私の人生はどれくらい完璧だったでしょうか？キリストを信じたとき、私の人生はどれくらい完璧だったでしょうか？キリストを信じたとき、私の人生はどれくらい完璧だったでしょうか？    
まったくのゼロ。０％を丸で囲みましょう。もしあなたが、以前の私を知っていたなら、問題だらけだった思うでしょう。私は、勉強・男女交際・仕事への態度、家

族や友人との関係、そして困難への対処の仕方、いろんなことに葛藤していました。（具体的な体験があれば手短に分かち合う。） 

 

私のいくつの罪がキリストを信じたときに赦されましたか？  
「赦し 100%」を丸で囲みましょう。 

 

Ⅰヨハネ１：７によると、私が気づいていない罪や不完全さを神さまはどのように扱ってくださるのでしょうか？ 
前のページを見てください。神さまは、キリストの血によって罪をきよめてくださいます。図の中のⅠヨハネ１：７を丸で囲みましょう。 

 

B.B.B.B.    Ⅰヨハネ１：９によると、私がⅠヨハネ１：９によると、私がⅠヨハネ１：９によると、私がⅠヨハネ１：９によると、私が意図的に意図的に意図的に意図的に神さまに従っていないとき（私の歩みは線から外れてしまっていま神さまに従っていないとき（私の歩みは線から外れてしまっていま神さまに従っていないとき（私の歩みは線から外れてしまっていま神さまに従っていないとき（私の歩みは線から外れてしまっています）、す）、す）、す）、

私はどうすべきでしょうか？私はどうすべきでしょうか？私はどうすべきでしょうか？私はどうすべきでしょうか？    
  私は自分の罪を神さまに告白すべきです。罪を認め、赦されたことを宣言し、変われるよう神さ                                        

まに助けを求めるのです。Ⅰヨハネ１：９を丸で囲みましょう。 

 

告白の３つの説明を読んでから、右枠の Remember（赦しの根拠に関する補足）を見ましょう。 

告白は、神さまの語りかけに同意する同意する同意する同意することです。 

この同意には３つのことが含まれます。 

    

1111、「罪を犯したこと」に同意する。 

2222、「その罪が赦されていること」に同意する。 

3333、聖霊に頼り「その罪から離れること」を選択する。 

 

 

 

C.C.C.C.    神さまとの歩みを続けると、罪に対する「気づき」はどうなりますか？神さまとの歩みを続けると、罪に対する「気づき」はどうなりますか？神さまとの歩みを続けると、罪に対する「気づき」はどうなりますか？神さまとの歩みを続けると、罪に対する「気づき」はどうなりますか？    なぜ？なぜ？なぜ？なぜ？    
  何が罪かについて、より気づきやすくなっていきます。罪の気づきの線の幅は狭くなっていきます。神さまの光の中で歩むなら、神さまの似姿に少しずつ変えら

れていきます。 

 

Ⅰヨハネ２：１～２によると、罪について私たちはどのような態度をとるべきでしょうか？なぜ？ 
 罪を避けようと心がけるべきです。正しいことをして、悪いことをしないというような単純なことではありません。 クリスチャンは規則に縛られて生きるのではありませ

ん。私たちが罪を避けようとするのは、光であり、きよい神さまとの愛の関係にあるからです。 

 

 

� この課のまとめこの課のまとめこの課のまとめこの課のまとめ: : : : 光のうちを歩むとは… 

 

� 神さまのご性質の光の中で、神さまとの愛ある関係に生きること 

� 神さまが示してくださった自分の罪に素直に同意すること 

� 神さまが喜ばれないことに敏感になって、罪を避けようと心がけること 
 

☆まとめを読んだ後に、相手が図の意味をちゃんと理解できたか、あるいは実生活にここでの概念をどのように適用すべきかを理解できているかどうかを確認しましょ

う。（相手に話させる） 

RememberRememberRememberRemember    
告白という行為が、赦しをより確実にするのでは

ないことを覚えよう。赦しの確実性はイエスの十

字架上での「ただ一度の犠牲」（ヘブル１０：１０）

に基づく。しかし、告白は、私たちが神を信頼し、

従う意思があることを示すものであり、その結

果、十字架で完成された神の愛と赦しの力が、

私たちの心と生活の隅々にまで行き渡るように

なる。 
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適用適用適用適用    
以下はこの課での３つの適切な応答です。これらのことを相手が今日、もしくは明日からやり始めるよう励ましてあげましょう。 

 

以下の３つのステップは、ここで学んだ真理を適用する助けとなります。 

 

1111、キリストのきよめを宣言する、キリストのきよめを宣言する、キリストのきよめを宣言する、キリストのきよめを宣言する    

 

祈りにおいて、すべての罪から神さまが自分をきよめ続けてくださることを感謝する。 

 

2222、具体的に罪を告白する、具体的に罪を告白する、具体的に罪を告白する、具体的に罪を告白する    

 

最近気づかされた罪があれば、紙に書いてください。その罪を神さまに告白し、Ⅰヨハネ１：９をその上に書いてく

ださい。それから紙を破り捨ててください。これは、イエス・キリストがその死によってあなたの罪からあなたをき

よめてくださったことを視覚的に確かめるものです。 

 

3333、罪を避けることを選択する、罪を避けることを選択する、罪を避けることを選択する、罪を避けることを選択する    

 

自分の力では、自分を変えたり、罪を避ける力がないことを覚えておいてください。私たちは神さまの力に拠り頼む

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト    
私たちはクリスチャンとして、正しいことをしたいと純粋に願います。でも、どんなにがんばっても、それができないように感じます。次回は、クリスチャン生活を生きるの

に必要な力をどのようにすれば体験できるのかを学びます。

次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト    
・不安から確信へ 

・価値がないと感じる者から赦された者へ 

・⇒できない者から力を与えられる者へ・⇒できない者から力を与えられる者へ・⇒できない者から力を与えられる者へ・⇒できない者から力を与えられる者へ    

・備えのない者から整えられた者へ 

・霊的な幼子から霊的な大人へ 
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要約要約要約要約：新しいクリスチャンは、神さまを喜ばせる歩みを理解し、味わうために聖霊に満たされるということを知る必要があります。 

前に学んだ２つの課のメインコンセプトを復習してから始めてもいいかもしれません。第３課のフォーカスは「聖霊に満たされる」ことです。新しいクリスチャンに、自分の

力ではだれも神さまが願うような歩みができないことを知ってもらいましょう。でも同時に、神さまがそのような歩みをする力を与えてくださることを知ってもらいましょう。

この学びを始めるにあたって、まずあなたの経験を分かち合ってください。 
    
ストーリーを語り合うストーリーを語り合うストーリーを語り合うストーリーを語り合う    

 

神さまが願うことができないと感じたときのこと、またそのときに味わった感情（怒り・がっかり・イライラなど）も含めて、相手があなたの経験したことに共感を覚えるよう

に分かち合ってください。自分の力では神さまに喜ばれる歩みをすることが不可能だということにフォーカスを置きましょう。短く、２分以内で。そして相手に、あなたの

経験についてどう思ったか感想を聞いてみてください。 

 

イエス様との関係ができたので、私たちは神さまを喜ばせる歩みが

したいと心から願います。でもそれがなかなかうまくできないと感

じることがよくあります。というよりも、それが不可能だと感じて

しまうこともしばしばあります。 

 

 

私の経験は… 

 

あなたの経験は… 

 

 

イエス様を受け入れて以来、神さまを喜ばせる歩みが難しいと感じ

ることはどのくらいありますか？ 

 

 

 

 

私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう 
ここにある最初の質問を話し合ったら、右枠の“考えてみましょう”を読み、話し合ってみましょう。 
 

あなたが何かしたいけれど、それをする力が自分にないとき、どん

な思いや気持ちになりますか？それはなぜですか？ 
 

次に、“四つの可能性”のところを読んでから、解決を探るに移りましょう。移る前にこのように

言ってもいいかもしれません。「これから学ぶことはとても大切なので、第４課でももう少し詳しく学

んでいきます。」 

 

神さまを喜ばせる歩みが難しい・不可能だと葛藤するとき、以下の４つの可能性が考えられます。 

 

－私たちは神さまを喜ばせる歩みをしていくための必要な力や能力を持っていない。 

 

－私たちは力や能力を持っているのだが、それを持っていることを知らない。 

 

－私たちは力や能力を持っていることを知っているが、それをどう使うか分からない。 

 

－私たちは力や能力の使い方は分かっているが、それを使わないことを選んでいる。 

 

以下の学びから、心からイエス様を信じているならば、１番目の可能性は消えることが分かるでしょう。 

 

では、私たちに与えられている力について、またその使い方について学んでいきましょう。 

 

 

 

 

考えてみましょう考えてみましょう考えてみましょう考えてみましょう… 

 

もし仮に、あなたが、世界クラ

スの音楽家・プロのアスリート・も

しくは誰か有名人のまね
．．

をできる

かぎりしたとしましょう。あなたと

そのヒーローの力の差に比例し

て、あなたが味わうフラストレーシ

ョンの度合いはひどくなるでしょ

う。 

イエス・キリストは、神さまが願

う生活を完璧に生きることのでき

た唯一のお方です。私たちはそ

のイエス様にならうべきです。（エ

ペソ５：１～２） イエス様が神さま

の願う生活を生きる力とあなたの

力とはどのくらい差があります

か？ 

第３課第３課第３課第３課    

できない者からできない者からできない者からできない者から    

力を与えられる者へのステップ力を与えられる者へのステップ力を与えられる者へのステップ力を与えられる者へのステップ    
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解決を探る解決を探る解決を探る解決を探る一緒に、導入部分と聖書個所を読みましょう。 

パウロは、クリスチャンとしての生活を継続的に生きていくことに難しさを覚えていたクリスチャンたちに手紙を書

いています。このクリスチャンたちは、分裂したり、派閥を作ったり、別々のリーダーにつきたいと主張したりして

いました。以下の聖句で、パウロは、神さまの真理について理解する必要のある力と能力について語っています。 

御霊という語をすべて丸で囲みましょう。御霊という語をすべて丸で囲みましょう。御霊という語をすべて丸で囲みましょう。御霊という語をすべて丸で囲みましょう。    
相手に御霊という言葉を丸で囲むようにさせてください（全１２箇所、新改訳）。聖書を読む

とき、著者が何を伝えようとしているのか理解するための一つの方法は、「キーワード」を探す

ことだと教えてあげてください。ここでのキーワードは、何度も繰り返されている「御霊」という

言葉です。 

    

御霊（聖霊）とは何だと思いますか？ 
（＝相手の“御霊”についての考えを聞くために。オープンクエスチョン） 

御霊とは神の霊のことです（２：１１）。御霊は、聖書では聖霊とも言われています。聖書に

よると、神さまはただ一人のお方ですが、３つの区別できる人格（父・子・聖霊）でご自身を表

しておられます。（ここでは難しい解説をする必要はありませんが、教会には“聖霊は三位一

体の神の第三位格で、父なる神、子なる神と等しく神である”という信仰告白があることを分

かち合ってもいいかもしれません。） ひとり子イエス様を私たちの救い主として送ってくださ

った、天の父なる神さまについては既によく知っていると思います。聖霊については次の課

でもう少し詳しく学びます。御霊はキリストを信じる人たちとともにおられ、神さまが喜ばれる

生活を送る力を与えてくださいます。 

 

御霊はクリスチャン生活のさまざまな面において働いています。

２：１２によると御霊の働きの一つは何ですか？ 
御霊は、私たちが恵みによって神から賜ったものを理解する力を与えてくださいます。例

えば、今までに学んできた“罪の赦し”“永遠のいのち”“神の子どもとされた”などというような

ことも聖霊の助けがあってはじめて理解することができるのです。（９～１０節参照） 

 

この箇所では、３つの霊的状態が描かれています。この箇所では、３つの霊的状態が描かれています。この箇所では、３つの霊的状態が描かれています。この箇所では、３つの霊的状態が描かれています。    

それぞれの霊的状態は、私たちに霊的真理を理解させることがで

きるという御霊の働きに関連しています。 

 

1.1.1.1.    ２：１４に出てくる人の霊的状態は、 

何と呼ばれているでしょうか？ 
この箇所は御霊を持たない人を現しています。日本語の聖書では「生まれながらの人間」

とか「自然の人」と訳しています。この質問の下のスペースに「生まれながらの人間」、あるい

は「自然の人」と書きましょう。これは、イエス様を受け入れていない人のことで、それゆえに、

御霊は与えられていません。 

この人はどのくらい霊的真理を理解できるでしょうか？それは

なぜでしょうか？ 
まったくのゼロです。なぜなら、霊的真理は御霊によってのみ理解し悟ることができるから

です。と言っても、その人に霊的真理についての知識がまったくないという意味ではありませ

ん。ただ、この人はその真理を本当の意味で理解することや味わうことはできないということ

です。 

    

2.2.2.2.    ２：１５～１６に出てくる人の霊的状態は、何と呼ばれて

いるでしょうか？ 
この人は「御霊に属する人」あるいは「霊の人」と呼ばれます。この質問の下のスペースに

「御霊に属する人」あるいは「霊の人」と書いてもらいましょう。この人は、神の霊を持っていて、

神さまからの理解力を得ています。 

この人はどのくらい霊的真理を理解できるでしょうか？それは

なぜでしょうか？ 
この箇所では、この人はキリストの心が与えられているので、すべての真理をわきまえる

（判断する）ことができると書かれています。と言っても、この人が急に霊的事柄すべてにつ

いて完全に分かるようになるということではありません。でも、御霊を通して、時間をかけて霊

的真理への理解が深まっていくのです。 

    

3.3.3.3.    ３：１～３に出てくる人の霊的状態は、何と呼ばれている

でしょうか？ 
「肉に属する人」あるいは「肉の人」と呼ばれ、キリストにあってまだ幼子と言われています。この質問の下のスペースに、「肉に属する人」あるいは「肉の人」と書いて

もらいましょう。 

この人はどのくらい霊的真理を理解できるでしょうか？それはなぜでしょうか？ 
ほんの少しだけです。この人たちは、ミルクしか飲めない赤ちゃんのようです。赤ちゃんに、しゃぶしゃぶ・寿司・ラーメンなどを食べさせるなんて想像できますか？

大人にとっては美味しいですが、赤ちゃんには絶対にだめでしょう。こういうクリスチャンは霊的幼子です。彼らの信仰歴が浅いからではなく、この世的だからです。こ

れはどういう意味でしょう？彼らは成熟を目指すべきなのに、そのライフスタイルのゆえに（あるいは自分の欲するままに生きているので）、御霊が彼らの生活の中に自

由に働くことができないのです。彼らは、“ただの人のように”生きています。まったく霊的に成長しようとしません。 

パウロが言っている御霊と私たちの霊的状態について、あなたの言葉でまとめてみましょう。 
例：御霊の働きなくしては、私たちクリスチャンは霊的真理を理解したり、神さまが願う生活を味わうことはできない。御霊の働きと私たちが神さまの願う歩みをするこ

とができるかどうかには直接的な関係がある。 

１コリント２：９－３：３１コリント２：９－３：３１コリント２：９－３：３１コリント２：９－３：３    
2:9 まさしく、聖書に書いてあるとおりです。「目

が見たことのないもの、耳が聞いたことのないも

の、そして、人の心に思い浮んだことのないも

の。神を愛する者のために、神の備えてくださっ

たものは、みなそうである。」 

2:10 神はこれを、御霊によって私たちに啓示さ

れたのです。御霊はすべてのことを探り、神の

深みにまで及ばれるからです。 

2:11 いったい、人の心のことは、その人のうち

にある霊のほかに、だれが知っているでしょう。

同じように、神のみこころのことは、神の御霊の

ほかにはだれも知りません。 

2:12 ところで、私たちは、この世の霊を受けた

のではなく、神の御霊を受けました。それは、恵

みによって神から私たちに賜わったものを、私た

ちが知るためです。 

2:13 この賜物について話すには、人の知恵に

教えられたことばを用いず、御霊に教えられたこ

とばを用います。その御霊のことばをもって御霊

のことを解くのです。 

2:14 生まれながらの人間は、神の御霊に属す

ることを受け入れません。それらは彼には愚か

なことだからです。また、それを悟ることができま

せん。なぜなら、御霊のことは御霊によってわき

まえるものだからです。 

2:15 御霊を受けている人は、すべてのことをわ

きまえますが、自分はだれによってもわきまえら

れません。 

2:16 いったい、「だれが主のみこころを知り、主

を導くことができたか。」ところが、私たちには、

キリストの心があるのです。 

3:1 さて、兄弟たちよ。私は、あなたがたに向か

って、御霊に属する人に対するようには話すこと

ができないで、肉に属する人、キリストにある幼

子に対するように話しました。 

3:2 私はあなたがたには乳を与えて、堅い食物

を与えませんでした。あなたがたには、まだ無理

だったからです。実は、今でもまだ無理なので

す。3:3 あなたがたは、まだ肉に属しているから

です。あなたがたの間にねたみや争いがあるこ

とからすれば、あなたがたは肉に属しているの

ではありませんか。そして、ただの人のように歩

んでいるのではありませんか。 
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図を見て考えよう図を見て考えよう図を見て考えよう図を見て考えよう    
神さまが願っておられるクリスチャン生活はどのようなものでしょうか？神さまが願っておられるクリスチャン生活はどのようなものでしょうか？神さまが願っておられるクリスチャン生活はどのようなものでしょうか？神さまが願っておられるクリスチャン生活はどのようなものでしょうか？    

ここでの概念が分かるように、相手とこの図をなぞっていきましょう。    

 
横に引いた線は時間軸です。この線をあなたの人生としましょう。線の上は、霊的ないのち。下は、霊的な死です。 

 

A.A.A.A.    下の円はイエス様を受け入れる前の私を現しています。私の霊的状態はどうだったでしょうか？ 

神さまのことを理解する力はどうだったでしょうか？それはなぜでしょうか？ 
 

私がイエス様を受け入れる前、私は生まれながらの人間で、Ⅰコリ２：１４にあるように御霊を持っていませんでした。ときには、神さまを身近に感じたことがあった

かもしれません。ときには、神さまがとっても遠い存在に感じたことがあったかもしれません。いずれにせよ、イエス様を救い主として受け入れたことはなかったので、

霊的には死んだ状態でした。霊的な事柄を理解させてくださる御霊をもっていなかったので、霊的な事柄が分かりませんでした。 

 

 

 

B.B.B.B. 私がイエス様を受け入れ、私の生活の中にイエス様が入ってこられたときに、私は霊的に生きた者となり、すべ

ての信じる者に約束されている御霊が与えられました。（ヨハネ７：３７～３９） 
 

ヨハネ７：３７～３９を読みましょう。クリスチャン生活を生きるための力は、自分のうちにはないことを気づくことが大切です。神さまの霊にのみ、その力はあるのです。

それゆえ、クリスチャン生活とは御霊により頼む生活です。自分自身に頼るなら、私は弱い存在です。でもこのお方に頼るなら、私は強いのです。ここから、私の生活

には、２つの可能性２つの可能性２つの可能性２つの可能性が出てきます。 

 

 

C.C.C.C. 神さまは、ご自身との関係において続けて私を成長させよう、クリスチャン生活をどう生きるかを学ばせよう、

私の内に働き、力や理解を与える御霊に私が頼るようにさせようとしています。ガラテヤ５：２２～２３によると、

その結果は何ですか？ 
 

ガラテヤ５：２２～２３を読みましょう。御霊は、私の生活に御霊の実（愛・喜び・平和など）を結ばせます。 

 

 

D.D.D.D. しかし、もう一つの可能性があります。クリスチャン生活における成長を拒み、神さまが御霊によって私に与え

られた力をどのように体験するのか学ぼうとしないことです。そのとき、私の生活はどうなるでしょうか？ 
 

自分の心にイエス様を受け入れているけれど、霊的幼子で、この世的クリスチャンです。ある意味で、キリストを知らない人たちとそれほど違わない生活を送っていま

す。 

    
＊[自分はクリスチャンだと思っていても、イエス様を受け入れる決断を心からしなかったという人もいるかもしれないということを覚えておいてください。その場合、ク

リスチャン生活が思うようにいかない、霊的に成長しない、その理由はイエス様がその人の内にいないからです。]    

    
まとめまとめまとめまとめ: イエス様との関係を始めるとき、霊的真理を理解するために、またクリスチャン生活を生きる力を持つため

に、御霊により頼んでいくという経験を重ねていくことは重要です。神さまは、御霊に満たされて（つまり、導かれ、

力付けられて）いくことを、日々実践しながら体験していくよう願っておられます。 
 



16 

まとめを読んだ後に、「この意味は分かりますか？御霊とは何か、また御霊によってのみ神さまが願うクリスチャン生活が可能だということが分かりますか？」と聞いて

みましょう。 

    

適用適用適用適用    
では、ここで学んだことを新しいクリスチャンが適用に移す際に、どのように助ければいいでしょうか？以下の実践的ステップを話し合ってみてください。新しいクリス

チャンが継続的に聖霊の働きを味わうことの助けとなるでしょう。    

 

エペソ５：１８を読んでください。何を避けるようにと命令されていますか？それはなぜですか？では、逆に何をす

べきだと命令されていますか？御霊に満たされた生活とは、御霊の力によって、私たちの内から、私たちを通して、

イエス様が生きてくださるというイエス様に導かれた生活のことです。 
 

私たちは、酒に酔ってはいけないと命令されています。放蕩というのは、良くない、無駄な、有害な過度の肉体的楽しみにふけるライフスタイルのことです。私たちは

御霊に満たされるよう命令されています。御霊に満たされるとは、神さまの霊に導かれ、力付けられるということです。酒に酔った人とは対照的に、その人がどのように

生きるかに、御霊が大きな影響を及ぼします。そして、酒に酔うのとは正反対の結果となります。それは、正しく（間違っておらず）、価値があり（無駄ではなく）、役に立

つ（害がない）ものです。 

 

 

私たちは信仰によって御霊に満たされます。私たちは信仰によって御霊に満たされます。私たちは信仰によって御霊に満たされます。私たちは信仰によって御霊に満たされます。    
 

「どのように聖霊に満たされるのか」を説明した小冊子については、CCC（SI）のスタッフにお尋ねください。この小冊子の特に１２ページの祈りの部分を読み、その祈り

が心の願いを表しているかどうかを祈りつつ考えるよう、相手を励ましましょう。次回、そのことについて話し合う時間を持ちましょう。    

    

「喜びの生活」（御霊のブックレット）を読んでください。「喜びの生活」（御霊のブックレット）を読んでください。「喜びの生活」（御霊のブックレット）を読んでください。「喜びの生活」（御霊のブックレット）を読んでください。    

特に１２ページの祈りの部分を読み、その祈りがあなたの心の願いを表しているかどうか祈りつつ、考えてみましょ

う。次回、そのことについて話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト    
神さまが私たちクリスチャンに御霊を与えてくださったことを知るのはすばらしい喜びです。でも多くのクリスチャンは、神さまの喜ばれる生活を歩もうとするときに味わう

心の内側での葛藤に対しての備えがありません。次回は、引き続き、御霊の働きに注目しながら、そのような葛藤にどのように対処するのかについて学んでいきましょ

う。 
 

 

 

 

 

 

次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト    
・不安から確信へ 

・価値がないと感じる者から赦された者へ 

・できない者から力を与えられる者へ 

・⇒・⇒・⇒・⇒備えのない者から整えられた者へ備えのない者から整えられた者へ備えのない者から整えられた者へ備えのない者から整えられた者へ    

・霊的な幼子から霊的な大人へ 
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要約要約要約要約：新しいクリスチャンには、罪ある性質、あるいは、肉の欲望のゆえに起こってくる内面での葛藤に備えておく必要があります。これらの欲望に勝利し、神さまの願

っておられる生き方を始めるために、新しいクリスチャンは御霊によって歩むように整えられる必要があります。まずは、これまでの３課分のポイントを手短に復習しまし

ょう。 

    

それから、前回の適用について話し合いましょう。それから、前回の適用について話し合いましょう。それから、前回の適用について話し合いましょう。それから、前回の適用について話し合いましょう。（特に「喜びの生活」（御霊のブックレット）の１２ページの祈りの部分について。もし相手が信仰によって聖霊に満

たされることへの理解が不十分であれば、そのことについて復習しましょう。） 

 

今日は、私たちの多くの葛藤に対しての解決とその力の源について学びたいと思います。これまで見てきたように、クリスチャン生活は葛藤が全くなくなるわけでは

ありません。多くのクリスチャンが、内面の戦いにぶつかり、しかもそれに対する備えがありません。 
 

 

ストストストストーリーを語り合うーリーを語り合うーリーを語り合うーリーを語り合う    
 

信仰をもってから味わった内面の葛藤（正しいことをしたいのだけれど、できないことが

よくあるとか、間違ったことをしたくないのだけれど、それをやってしまうとか）について分か

ち合ってください。正直になって、適切な体験を分かち合ってください。 何度も言います

が、短く、２分以内で。そして相手に、あなたの葛藤についてどう思ったか感想や質問を聞

いてみてください。それから、“考えてみましょう”を読んでください。 

 

クリスチャン生活には葛藤がないというわけではありません。 

しかし、多くのクリスチャンは、心の中で起こりうる葛藤に対

して備えがありません。 

 

私の経験は… 

 

あなたの経験は… 

 

イエス様を受け入れてから今までに体験したことがなかったよ

うな、心の中の葛藤をどのくらいの頻度で感じていますか？（つ

まり、自我に導かれることをするのか、イエス様に導かれるこ

とをするのか、その願いの対立） 

 

 

 

 

 

私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう 

 

多くのクリスチャンにこういった葛藤への備えがないのは、どうしてだと思いますか？ 
 

ある人たちは、イエス様が救ってくださったのなら、クリスチャン生活は簡単なはずだと思い込んでいるからかもしれません。そういう人たちは、彼らの内側ですべて

のことが自動的に変わっていくはずだと思っています。葛藤があるなんて思ってもいないし、それに対する備えもないのです。ある人たちは、今でもなお自分がたやす

く間違ったことをしてしまうことに気づきません。間違ったパターンや行動に引き戻す生活スタイルや習慣をこれまで身に付けてきたからです。 

 

 

もし備えがないにも関わらず、大きなチャレンジにぶち当たったとしたら、どのように感じますか？例えば、語学の

授業で、基本も学んだことがないのに、いきなり上級クラスに入れられたとしたら、どう感じますか？ 
 

恐い、脅迫観念、イライラ、お手上げ、敗北感などがあげられるでしょう。葛藤に対して備えがないなら、失敗するのは目に見えています。でも、神さまはクリスチャン

生活をそのようにデザインされてはいません。以下の聖句は、相手がそういった葛藤に立ち向かうために必要なスキルを与えてくれるでしょう。 

 

 

同じように、私たちも、まずはクリスチャン生活の基本を身につけて、先に待ち構えているチャレンジに備えるべき

です。 

 

 

 

 

第４課第４課第４課第４課    

備えのない者から備えのない者から備えのない者から備えのない者から    

備えられた者備えられた者備えられた者備えられた者へのステップへのステップへのステップへのステップ    

考えてみましょう考えてみましょう考えてみましょう考えてみましょう    

良いことをしたい、悪いことをしたい

という心の中での葛藤は誰もが体験す

るものです。しかし、クリスチャンはより

激しい葛藤をしばしば体験します。なぜ

なら、クリスチャンにとってその葛藤と

は、良心に従うか、或いは、何かの規

則に従うかというような単純なものでは

ないからです。クリスチャンの心の中に

は、自分自身を喜ばせていた昔のやり

方と、それに対して新しい主人（＝イエ

ス様）を喜ばせたいという心からの願い

との対立があるのです。神さまが私た

ちに与えようとされている人生を味わい

たいという願いと、自分のやりたいよう

な人生を歩ませてほしいという願いの

対立も、そこにはあるのです。 

 

喜ばしいことに、こういった葛藤を体

験することは、イエス様との新しい関係

の結果として、私たちの生活に真の変

化が起こっているという証拠なのです。 
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解決を探る解決を探る解決を探る解決を探る一緒に、導入部分と聖書個所を読みましょう。 

パウロはこの手紙を、同じような葛藤に直面しているクリスチャンたちに書きました。彼らは、ある人々から、その

葛藤への解決は、律法（何が正しく、何が間違っているのかを説明している命令）に沿って正しいことをがんばって

やっていくことだと言われました。しかし、パウロは、正しいことをする力も、律法に従う力も、彼ら自身にはない

ことを気づいてほしかったのです。そして私たちにもその力はありません。 

 

対立（５：１６～１８）対立（５：１６～１８）対立（５：１６～１８）対立（５：１６～１８）    

何と何が対立していますか？ 
御霊と肉。（必要なら、前回学んだ御霊のことを復習しましょう。） 

 

 “肉”という言葉は、ここでは、人間の身体的側面のこと

を言っているわけではありません。それは、神さまから離れ

ようとしたり、神さまやそのやり方に敵対しようとする、人

間の内面のことを意味しているのです。ローマ８：５～８と

比べてみてください。（いくつかの英訳では、肉という言葉

は、罪ある性質（sinful nature）とも訳されています。） 

 

結果（５：１９～２３）結果（５：１９～２３）結果（５：１９～２３）結果（５：１９～２３）    

私たちの願っていることがそのまま、どんな実を結ぶかを決

定します。 
 

 

肉の欲望をそのままにしていると、どんなことが起こってき

ますか？（５：１９～２１） 
 

肉の欲望をそのまま行動に移し続けている人は、「神の国を相続することはありえ

ない」と書かれています。これは神を恐れず、意識的に罪の行いに浸る人たちへの強

い警告です。「罪と欲望に支配されて歩んだってまったく問題ないさ」という考えほど、

神の国の価値観から遠く離れたものはありません。神さまは罪の支配を憎まれます。

ましてやそれが、神の子たちの人生を支配するとしたらどうでしょうか？ 
 

御霊によって歩むとどんな実を結びますか？ 

（５：２２～２３ａ） 
 

御霊の実（愛、喜び、平安、寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制）。御霊に導かれ

た人はその人の人格の中に神さまの願う実を結ぶようになります。 結果として、神さ

まの願う正しいことを行うようにもなるでしょう。 

 

補足：ときどき「いいクリスチャン」という言葉を聞きます。日曜礼拝や祈祷会にまじ

めに参加して、聖書をよく読み、よく祈っている人のことを指すのでしょうか。しかし、

御霊によって歩まなくとも、このような習慣を身につけることは可能です（例：クリスチャ

ンホームで育ったなど）。もちろんこれらのことは大切なことです。しかし、ただクリスチ

ャン的な規則やルールを守る努力をすることが神さまの願うクリスチャン生活であると

勘違いしないように気をつけましょう。神さまの願いは私たちの内側の性質が変えら

れていくことです。それは、ただ御霊によって歩むことによって現実になります。表面

的なクリスチャンにならないよう、御霊の働きを心の深いところで体験できるよう求めて

いきましょう。 
 

御霊は常に正しい方へ導き、決して悪い方には導かないこと

を覚えておいてください。（５：２３ｂ） 

 

 

結論（５：２４～２５）結論（５：２４～２５）結論（５：２４～２５）結論（５：２４～２５）    

２４節によると、クリスチャンは自分の肉をどうしたと書いてありますか？それはどういう意味だと思いますか？ 
自分の肉を「さまざまな情欲や欲望とともに十字架につけた」と書かれています。ここでの「十字架につけた」とは、「死に追いやった」という意味です。  

 

補足：この意味をもう少し理解するためにローマ人への手紙６章１～１４節を読むといいでしょう。そこには、イエス様の「十字架の死」と「復活の命」が、クリスチャンの

実生活に及ぼす「罪の力」と「新しい歩み」とどのように関連しているのかが書かれています。クリスチャンはキリストの死と命とつながっているのです。キリストの十字架

で人類の罪を完全に葬り去った恵みの力と、復活の命のゆえに、クリスチャンは「自分は罪に対しては死んだ者であり、神に対してはキリスト・イエスにあって生きた者

だと思いなさい」（ローマ６：１１）と命じられています。パウロは、「肉を十字架につけ御霊によって歩む」ことの大切さを他の表現でも何度も繰り返しています。（エペソ

４：２２～２４、コロサイ３：５～１０など） 

 

今は御霊によって生きているので、どのように進んでいったらよいでしょうか？（２５節） 
これからもずっと（肉にではなく）御霊に導かれて進んでいきましょう、ということです。ガラテヤ３：３でパウロはガラテヤのクリスチャンたちに、「あなたがたはどこまで

道理がわからないのですか。御霊で始まったあなたがたが、いま肉によって完成されるというのですか。」と問いかけていますね。肉によって完成されるなんて「絶対に

イヤ！」ですよね。 

ガラテヤ５：１６－２６ガラテヤ５：１６－２６ガラテヤ５：１６－２６ガラテヤ５：１６－２６    
5:16 私は言います。御霊によって歩みなさ

い。そうすれば、決して肉の欲望を満足させ

るようなことはありません。 

5:17 なぜなら、肉の願うことは御霊に逆ら

い、御霊は肉に逆らうからです。この二つは

互いに対立していて、そのためあなたがた

は、自分のしたいと思うことをすることができ

ないのです。 

5:18 しかし、御霊によって導かれるなら、あ

なたがたは律法の下にはいません。 

5:19 肉の行ないは明白であって、次のよう

なものです。不品行、汚れ、好色、 

5:20 偶像礼拝、魔術、敵意、争い、そねみ、

憤り、党派心、分裂、分派、 

5:21 ねたみ、酩酊、遊興、そういった類のも

のです。前にもあらかじめ言ったように、私

は今もあなたがたにあらかじめ言っておきま

す。こんなことをしている者たちが神の国を

相続することはありません。 

5:22 しかし、御霊の実は、愛、喜び、平安、

寛容、親切、善意、誠実、 

5:23 柔和、自制です。このようなものを禁ず

る律法はありません。 

5:24 キリスト・イエスにつく者は、自分の肉

を、さまざまの情欲や欲望とともに、十字架

につけてしまったのです。 

5:25 もし私たちが御霊によって生きるのな

ら、御霊に導かれて、進もうではありません

か。 

5:26 互いにいどみ合ったり、そねみ合ったり

して、虚栄に走ることのないようにしましょ

う。 
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図を見て考えよう図を見て考えよう図を見て考えよう図を見て考えよう    

“御霊と歩み続ける”ことからそれそうになったらどうすればいいのでしょうか？“御霊と歩み続ける”ことからそれそうになったらどうすればいいのでしょうか？“御霊と歩み続ける”ことからそれそうになったらどうすればいいのでしょうか？“御霊と歩み続ける”ことからそれそうになったらどうすればいいのでしょうか？    
図を見せながら以下のよくあるシナリオについて説明してあげてください。２つのシナリオは、罪に対する２つの正しい対応を表しています。    

 

 

神さまとの関係を深めていく中で、２つのよくあるシナリオがあります。 

 
一つ目のシナリオを読んで、図中の“A”と書かれた円を指差します。この段落を読んでから、あなたの実際の経験（例：ある状況について不満を言っていることに気づ

くようになったなど）を用いて、このポイントを説明すると分かりやすいでしょう。 

シナリオ１、（シナリオ１、（シナリオ１、（シナリオ１、（AAAA））））私は、神さまを喜ばせたいという心からの願いがあるが、自分の生活のある領域には神さまが喜ば

ない行動や態度があることに気づかされている。意図的に反抗しているわけではないのだけれど。神さまがどのよう

なお方かを学べば学ぶほど、罪についてももっと敏感になってきている。どうすればいいのでしょうか？ 

 

神さまが自分の罪をすでに赦してくださったことをただ感謝し、信仰によって神さまの愛と赦しを宣言し、その領域

に良い変化をもたらすことのできる神さまを信頼します。こうすることで、神さまとの親しい関係を続けて楽しむこ

とができます。 

 
二つ目のシナリオを読んで、図中の“B”と“C”という円を指差します。あなたの経験（例：うそをついたとか、試験でカンニングをしたなど）を用いてここでの例を具体化

してあげてください。 

シナリオ２、シナリオ２、シナリオ２、シナリオ２、    

（（（（BBBB））））もし私が、意図的に反抗する行動で罪を犯してしまったら、どうすればいいのでしょうか？ 

    

（（（（CCCC））））正しく罪に対処するために、その罪を神さまに告白し、その罪から立ち返ります。自分にはクリスチャン生活

を生きる力がないことを認め、御霊の力で満たしてもらうよう信仰によって求めます。 

 
図中の「霊的呼吸」という言葉を丸で囲み、以下にある同じ言葉にも下線を引いてください。そして相手に霊的呼吸の意味が分かるかどうかを尋ねてください。 

これを、“霊的呼吸”という言葉で、簡単に覚えておくことができます。肉体的にも、汚い空気を吐いて、きれいな

空気を吸います。霊的にも、罪を告白する（Ⅰヨハネ１：９）ことが吐くこと、御霊の力を求める（エペソ５：１８）

ことが吸うことです。 

 
自分の罪をそのままにしたらどうなるでしょうか？ 
このページの最終段落（DとE）を読みましょう。 

 

（（（（DDDD））））そのままにしておくと、どんどん、どんどん、この世的に、コリントの人々（Ⅰコリント３：１～４）のよう

に、なっていきます。 

 

でも、罪に対処し、御霊に拠り頼んでいくときに… 
（（（（EEEE））））より霊的に成熟していき、自分の内側に霊の実を結んでいくようになります。（ガラテヤ５：２２～２３） 

 

この図を見ると、あなたは今どこにいると思いますか？ 
もっとも大切なことは、相手が今、確信をもって、キリストに信頼して、生活を御霊によって導いてもらい、満たしてもらおうとしているかどうかです。もしかすると、今現在、

何らかの罪に気づいていないかもしれませんが、もし何かの罪に気づいたら、霊的呼吸をするよう励ましてあげましょう。そして、相手がキリストを信頼し、御霊によって

満たされることを確認しましょう。 
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適用適用適用適用四つのステップと例を読み、相手に最後の２つの質問を考えてもらいましょう。 

    

四つのステップが、これらの真理を適用していく助けとなるでしょう。    

 

① 対立を認める認める認める認める    

    

② 対立の源を覚える覚える覚える覚える－御霊の願いは、肉の欲望と相容れない。    

 

③ 肉の欲望を退ける退ける退ける退ける    

 

④ 私たちの生活に御霊の実を結べるよう御霊の力に拠り頼む拠り頼む拠り頼む拠り頼む    

 

例を考えてみましょう。あなたの友だちがあなたに悪いことをしたとしましょう。 

 

① 怒りに任せて、仕返ししたいという欲望と、赦して関係を修復したいという御霊の願いの対立があることを認認認認

めるめるめるめる    

    

② この心の中での対立の源は、肉と御霊にあることを覚える覚える覚える覚える    

    

③ 怒りに任せて、仕返ししたいという肉の欲望を退ける退ける退ける退ける    

 

④ 心から相手を愛し、赦すことができるように、また、どのように対処すればいいか知恵が与えられるように御

霊の力に拠り頼む拠り頼む拠り頼む拠り頼む    

 

最近葛藤していることはありますか？ 
上記のステップをそのことにどのように適用できるでしょうか？ 
 

① 

 

 

② 

 

 

③ 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト 

次回は、クリスチャンとして成長し続けていくということへの葛藤を取り扱います。どうすればクリスチャンとしてより成熟できるのかについて学びます。 

次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト次回のコンセプト    
・不安から確信へ 

・価値がないと感じる者から赦された者へ 

・できない者から力を与えられる者へ 

・備えのない者から整えられた者へ    

・⇒⇒⇒⇒霊的な幼子から霊的な大人へ霊的な幼子から霊的な大人へ霊的な幼子から霊的な大人へ霊的な幼子から霊的な大人へ 
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要約要約要約要約：クリスチャンの成長には、神さまとの・兄弟姉妹との・それ以外の人たち（未信者）との健全な関係の中にいることが必要です。 

 

これまでに学んできた４つのよくある葛藤に対しての聖書の答えを復習することから始めましょう。 

 

１）不安－神さまとの関係が不確かだというところから、はっきりとした確信をもてるように、神さまが願っておられることを見てきました。（神さまの約束への信頼に

よって） 

 

２）価値がない－自分の罪や失敗から来る、自分には価値がないという感覚。でも神さまは私たちにそこから解放され、神さまの赦しを日々味わってほしいと願

っておられます。 

 

３）できない－自力ではクリスチャン生活が不可能であるけれども、神さまは私たちを御霊に満たすことで、それを可能にしたいと願っておられるのです。 

 

４）備えがない－前回は、クリスチャン生活を送っていく際、私たちの内側に起こってくる最大の葛藤の一つを学びました。その戦いとは、私たちの古い罪の性

質（或いは、肉）の欲望と御霊の願いとの対立のことです。神さまは、私たちが瞬間、瞬間、御霊の力によって歩むときに、この葛藤に対する勝利を味わえるよう

にしてくださったのです。 

 

今日のフォーカスは、イエス様との関係においてどのように成長していけばいいのかについてです。ある人がイエス様を受け入れたとき、それは新しいいのちの始ま

りです。その人のことを“霊的幼子”という言葉で表せるでしょう。霊的幼子は、成長するための何かに欠けているのか、もしくは、まだ内側に秘めている潜在能力に気

づいていないのです。ほとんどのクリスチャンが、イエス様との関係の初期に、このような段階を通ります。鍵は、その段階に留まらず、成長し続けていくことです。 
 

 

ストーリーを語り合うストーリーを語り合うストーリーを語り合うストーリーを語り合う    
あなたの霊的成長のストーリーを分かち合ってください。適切な例か、もしくは、

あなたが信じたばかりの頃、霊的に幼かったときのストーリーを分かち合ってくださ

い。またそれに加えて、神さまは、それに対して、誰を、何を用いてあなたを成長さ

せてくださったかも分かち合ってください。 

新しいクリスチャンの生まれ育った環境についての質問をしてください。 

 

クリスチャン生活は、私たちとイエス様との関係を深め    

ていく生活とも言えます。霊的成熟にはふつう長い時間   

を要します。 

 

私の経験は… 

 

あなたの経験は… 

 

 

あなたの生まれ育った環境（家族、宗教的背景など）から、

今のクリスチャン生活に役立っていると思われることは

何かありますか？ 

 

 

 

私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう私たちの葛藤を考えてみよう 
“考えてみましょう”を読んでください。 

 

それから、最初の質問を読んで、相手に答えてもらいましょう。 

 

クリスチャンが、霊的な面で成長していかない理由は何だと思いますか？霊的に未成熟である証拠にはどのようなも

のがあるでしょうか？ 

 

もし仮に、何年も経ってから振り返ってみたとき、人生で最も大切な領域である自分と神さまの関係において成長し

ていないことに気づいたら、どのように感じるでしょうか？ 
例：残念、がっかり・・・など 

 
以下の文章を読んでから、「これから学ぶ聖書箇所には、健全な霊的成長に必要な環境について書かれています」と言って、解決を探るに移りましょう。 

私たちには、霊的成長のために、健全な環境が必要です。そのことが、私たちと神さまとの関係を深めていくことに

もなります。 

 

第５課第５課第５課第５課    

霊的な幼子から 

霊的な大人へのステップ    

考えてみましょう考えてみましょう考えてみましょう考えてみましょう………… 

人が成熟していないのには、２つの

基本的な理由があります。一つは時

間。もう一つは健康です。 

この世の中には成熟に至らない人

たちもいます。例えば、健康だけれど

も、成長するためには時間が必要な

子どもたち。もちろんこれは当たり前

のことです。一方で、十分な時間は経

過しているにも関わらず、肉体的・情

緒的・社会的に、なかなか成熟に至ら

ない人たちもいます。それはなぜでし

ょうか？ 

その未成熟さの背後には、健康の

問題か、成長にとって不健全な環境

があるのかもしれません。 

霊的成長も、人間の様々な面での

成長に似ていることがたくさんありま

す。 
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解決を探る解決を探る解決を探る解決を探る一緒に、導入部分と聖書個所を読みましょう。 

使徒の働きは、イエス様の復活後、初代クリスチャンたちが経験したことの歴史的記事です。２章において、ペテロ

（初期のリーダーの一人）が大群集に演説し、多くの人がクリスチャンになります。以下の箇所には、当時の新しい

クリスチャンたちの霊的成長を示すいくつかの特徴が書かれています。 
導入： 当時のクリスチャンたちは、使徒たちの教えが権威あるものである、つまり、神さまからの言葉であると、どのようにして分かったのでしょう？ 神さまは、しるし

と不思議な御業をもって、使徒たちの権威を証明されたからです。（参照：ヘブル２：３～４） 

 

この箇所に見られるこの箇所に見られるこの箇所に見られるこの箇所に見られる成長している成長している成長している成長している    

クリスチャンたちクリスチャンたちクリスチャンたちクリスチャンたちの４つの特徴：の４つの特徴：の４つの特徴：の４つの特徴： 

    

1. 御言葉（使徒たちの教え）に御言葉（使徒たちの教え）に御言葉（使徒たちの教え）に御言葉（使徒たちの教え）に熱心だった（２：４２）熱心だった（２：４２）熱心だった（２：４２）熱心だった（２：４２） 

何かに熱心であるとはどういう意味でしょう？ 
ささげること、不動であること、忠実であること。 

使徒たちは誰に選ばれ訓練されたのでしょう？ 
イエス様！ 

使徒たちは何を教えたのでしょう？ 

（参照：マタイ２８：１８～２０） 
彼らは、イエス様が彼らに教え、命じたすべてのことを教えました（参照：マタイ２８：１

８～２０）。その教えは、現代の私たちのために新約聖書に書かれています。 

現在の私たちは、どのようにしてこの教えを堅く守ることが

できるでしょうか？ 
例：御言葉が教えられているクリスチャンの集まりに積極的に参加することによって。ま

た、自分自身で聖書を読み、学ぶことによって。など。 

    

2.2.2.2.    フェローシップフェローシップフェローシップフェローシップ（＝親しい関係を築くこと＝親しい関係を築くこと＝親しい関係を築くこと＝親しい関係を築くこと）に熱心だっに熱心だっに熱心だっに熱心だっ

たたたた（２：４２）（２：４２）（２：４２）（２：４２）    

 

当時のクリスチャンたちはどのようにフェローシップを持

っていましたか？（２：４６） 
この個所からよく観察すること。 

 
【豆知識】：『フェローシップとは何でしょう？ フェローシップの語源は、共有するという言葉から来ています。クリスチャンたちは、キリストとの共通の関係を共有してい

ました。彼らはまた、二つの点でフェローシップ（共有）を互いに表していました。一つ目は、一緒に集まることによってです。神殿で集まる大きなグループで、もしくは、

誰かの家で集まる小さなグループで。二つ目は、次の質問の中で述べます。』 

当時のクリスチャンたちがそれほど頻繁にともに集まっていた動機は何だったのでしょう？（２：４５） 
彼らが集まるとき、そこには励ましがあり、イエス様との共通の関係をもっていることを喜んでいました。フェローシップにおける二つ目の共有が４５節に見られます。彼

らが互いの必要を満たし合うことができたのは、それぞれがイエス様とのよりすばらしいフェローシップを楽しんでいることから湧き上がるものでした。 

このような親しい関係はクリスチャン生活においてどのような助けになるでしょう？ 
いっしょに考えてみましょう。 

現在の私たちにとっては、このようなフェローシップを、どうすれば味わえるでしょう？ 
他のクリスチャンと集まることによってです。一つの大切な例としては、イエス様があがめられ、御言葉が適切に語られている教会に定期的に行くことによってです。 

 

補足：パンを割くことは、イエス様の死を覚えるために、パンとぶどう酒を用いるフェローシップの食事から来ていると考えられます。この食事によって、クリスチャンみ

んなが、共通の主や共通の救いにあずかっていることを再確認するのです。これがフェローシップの核心です。現在、教会では、このことを“聖餐式” （英語では

"communion"＝共有）と呼んでいます。 

 

3.3.3.3.    祈りに祈りに祈りに祈りに熱心だった熱心だった熱心だった熱心だった 

祈りとは何でしょう？ 
簡単に言うと、神さまとお話しすることです。祈りにはさまざまな形があります。一人で自分や他の人の必要のために祈ることもできます。もしくは、４７節にあるように

他のクリスチャンと集まって、一緒に神さまを賛美することもできます。（しばしば礼拝と呼ばれます。） 

当時のクリスチャンたちが祈りに熱心だった動機は何だったのでしょう？ 
神さまのことをもっと知りたいという思い。必要を覚え、神さまに拠り頼もうとする思い。 

現在の私たちは、どうすればもっと熱心に祈れるようになるでしょう？ 
毎日、祈るための時間をとる。他のクリスチャンと一緒に祈る時間をもつ。 

 

４２節を見ると、当時のクリスチャンたちは上記のことに熱心でした。御言葉・フェローシップ・祈りに対して、何がそこまで彼らを駆り立てたのでしょう？鍵は、神さまと

の、またお互いとの、本物の、心からの関係をもっていたからです。彼らは、御言葉と祈りを通して神さまとの本物の関係を味わっていました。フェローシップを通して

お互いとの心からの関係を味わっていました。まるで恋に落ちたカップルのようです。そういうカップルは自ずと一緒にいたいと思います。ともに時間を過ごすに連れて、

その関係は自ずと強くなっていきます。 

 

4.4.4.4.    周りへの周りへの周りへの周りへのインパクトがあった（２：４７）インパクトがあった（２：４７）インパクトがあった（２：４７）インパクトがあった（２：４７）    

なぜ周りの人々は仲間に加えられたのでしょう？ 
すべての人が心からほしいと思っている神さまや他者との本物の関係を、当時のクリスチャンたちがもっていたから。ここで特筆すべきことは、当時のクリスチャンた

ちを通して、たくさんの数の人たちが弟子に加えられたのが、神さまの働きであったということです。 

 

もし神さまが、あなたの人生を用いて、他の人々に影響を与え、彼らもキリストにある仲間に加えられてい

ったとしたら、どんなにわくわくするか想像してみてください。 

使徒使徒使徒使徒    ２：４２－４７（新共同訳）２：４２－４７（新共同訳）２：４２－４７（新共同訳）２：４２－４７（新共同訳）    
2:42 彼らは、使徒の教え、相互の交わり、パ

ンを裂くこと、祈ることに熱心であった。 

2:43 すべての人に恐れが生じた。使徒たちに

よって多くの不思議な業としるしが行われてい

たのである。 

2:44 信者たちは皆一つになって、すべての物

を共有にし、 

2:45 財産や持ち物を売り、おのおのの必要に

応じて、皆がそれを分け合った。 

2:46 そして、毎日ひたすら心を一つにして神

殿に参り、家ごとに集まってパンを裂き、喜び

と真心をもって一緒に食事をし、 

2:47 神を賛美していたので、民衆全体から好

意を寄せられた。こうして、主は救われる人々

を日々仲間に加え一つにされたのである。 
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図を見て考え図を見て考え図を見て考え図を見て考えようようようよう    
クリスチャン生活において、どうすれば成熟できるのか？クリスチャン生活において、どうすれば成熟できるのか？クリスチャン生活において、どうすれば成熟できるのか？クリスチャン生活において、どうすれば成熟できるのか？    

この図は、上記のことを一つにまとめたものです。クリスチャンとして成長するためにはいろいろと必要な環境があるのですね！    

    
 
水も、栄養も、日当たりも乏しい土地に種が植えられたとします。その種はどのように成長するでしょうか？ 

 

もしそれらが全くないなら、あまり（ほとんど）成長は期待できない。 

 

たっぷりの水、栄養、日当たりがある土地に同じ種が蒔かれたら、その成長はどうなるでしょうか？ 
 

この種は、時とともに繁殖し、安定して成長していくでしょう。 

 

成長の差は、環境によるのです。霊的成長にも同じようなことが言えます。 
 

それでは、クリスチャンの成長にふさわしい理想的環境を作るにはどうすればいいのでしょう？恵みと真理の関係に満たされている環境が必要です。 

 

AAAA、、、、私たちを成長させるものとして主に２つのことを、神さまは用いられます。恵みと真理です。真理は、クリスチ

ャン生活を生きていくのに必要な知識を与えます。恵みは、成長し続けていくために必要な励ましや受容を与えます。

しかし、成長はすぐには起こりません。時間をかけて起こっていくものです。理想的な成長の環境は次のような公式

で表されます。（参照：Ⅱペテロ３：１８、詩篇１：２～３） 
もう一つの参考個所として、エペソ４：１５があります。 

恵み＋真理＋時間＝成長恵み＋真理＋時間＝成長恵み＋真理＋時間＝成長恵み＋真理＋時間＝成長    

 

使徒の働きでの新しいクリスチャンたちのように、関係を育んでいく中で、“恵み＋真理＋時間＝成長”を味わって

いくのです。 

 

BBBB、、、、「上に向かう」関係は、神さまとのものです。それは御言葉と祈りを通して味わいます。 
 

神さまは、御言葉を通して私たちに語られます。私たちは祈りによって神さまに語ります。会話やコミュニケーションがほとんどないとしたら、関係はどうなりますか？

遠く離れている感じや、満たされない感じなど、になるでしょう。どちらかひとりがずっと話していたら、関係はどうなりますか？相手をイライラさせ、親しさは失われます。

同じように、私たちも神さまとのたくさんの「双方向コミュニケーション」（祈りや御言葉を読むことによって話したり、聞いたりすること）を通して、神さまとの関係を深めて

いきます。 

 

CCCC、、、、「内に向かう」関係は、他の兄弟姉妹とのものです。それはフェローシップを通して味わいます。 
 

私たちお互いが建て上げ合えるのは、フェローシップを通してです。いかにあなたが他のクリスチャンを必要としているか、いかにあなたが他のクリスチャンから必要

とされているかが分かるときがくるでしょう。聖書は、クリスチャン同士が互いにもっている関係を一つの“からだ”と表現しています。（Ⅰコリント１２：１２～３１、特に１２：２

７参照） 

 

DDDD、、、、「外に向かう」関係は、それ以外の人たち（未信者）とのものです。イエス様のことを証しすることを通して、彼

らに影響を与えていきます。 
 

神さまは、私たちに、イエス様の影響をこの世界の人たちへと及ぼしていく力を、聖霊を通して与えてくださっています（使徒１：８参照）。 今日の私たちがこうしてイ

エス様と出会えたのも、２０００年以上もの間、聖霊が、世界中のさまざまなクリスチャンたちを通して、外の世界の人たちに影響を及ぼしてきた事実があるからです。 
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適用：適用：適用：適用：成長に必要な環境について、相手が適用を考える助けとして、以下のような会話を用いてもいいでしょう。括弧（[ ]）内は、相手の応答の例です。    

それぞれの成長に必要な環境について、適用を考えてみましょう。 

 
会話例：会話例：会話例：会話例：    

 

上へ上へ上へ上へ：：：：    最近、神さまとの関係において、楽しくなってきたなぁとか、成長してきたなぁ、と思っていることはどんなこと？［そうですねぇ、本当に神さまに愛されている

んだなって、心から信じられるようになってきたことかなぁ。あんまり聖書は読んでないんですけど。］ そうか、愛されていることが分かるようになっているなんて嬉し

いことじゃない。神さまと祈りで話したりすることはある？［寝る前に少しだけ。］ そうなんだぁ。ぼくも寝る前に聖書を読んだり祈ったりしているんだ。朝はちょっと苦

手だから。神さまとの関係において成長するためにどんなことをしたいと思っている？［そうですねぇ、もう少ししっかり聖書を読みたいかなぁ。］ それじゃあ、一緒

に同じ聖書個所を読み進めていこうか？[あっ、それっていいですね。] じゃあ、とりあえず、ヨハネの福音書を最後まで読んでみるってのはどう？一日一章くらい

のペースだと、３週間で読み終わるよ。［一日一章ならなんとかできるかなぁ。］ できる、できる。一緒にやってみようよ。[よーし、やってみるかぁ。] 

 

内へ内へ内へ内へ：：：： 他のクリスチャンたちとの関係については最近どう？［先輩と会っているだけです。］ どうしたら他のクリスチャンたちとも親しくなれると思う？［うーん、どうで

しょう。今度先輩の教会に行ってみようかな。］ 

そうだね。実はほくもそのことを近いうちに話したかったんだ。今度の日曜日とかはどう？[いいですよ。] それとね、このキャンパスにもクリスチャンの友だちが何人

かいるんだ。毎週水曜日の５時に２０１教室で集まって、気軽な感じでバイブルスタディをしているんだ。そのあとに一緒に食事もするんだ。よかったらそこにも来て

みない？［飯ですか。ぜひ、お願いします！］ 

 

外へ外へ外へ外へ： まだクリスチャンではない人で、特に気にかけている人は誰かいる？［うん、やっぱり家族のことかなぁ。とくに両親がぼくがクリスチャンになったことをけっこう

心配しているんで。］ そっか～、親に理解されないのはつらいよね・・・。ぼくの両親もクリスチャンじゃないから、最初のころずいぶん心配してたよ。今はとくに何も

言わないけどね。じゃあ、まずご両親のためにいっしょに祈ろうか。[はい、お願いします。] ほかに誰か神さまの愛を知ってもらいたい人はいる？たとえばクラスメー

トとか？[そうですねぇ、バスケ部の連中かなぁ。けっこう仲いいし・・・。] じゃあ、彼らのことも、神さまのことを伝えるいいチャンスが与えられるように祈っていこうか。

[そうですね。やっぱ、祈ったほうがいいですよね。] 
    

上へ上へ上へ上へ－御言葉と祈り 

 
例：毎朝１０分間ヨハネの福音書を読み、神さまにその日のことを話す。  

 

あなたの計画: 

    

内へ内へ内へ内へ－フェローシップ 

 
例：教会に行く、もしくはクリスチャンの集まりに行ってみる。 

 

あなたの計画: 

    

外へ外へ外へ外へ－証し 

 
例：１人か２人、あなたの心に浮かぶ人の名前を挙げ、その人たちのために    

祈り始める。イエス様が自分の人生にしてくださったことについて彼ら     
に話す適切なチャンスが与えられるよう求める。 

 

あなたの計画: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
これでライフコンセプトの５つの学びは終わります。時間があれば、相手に５課のうちどれが一番役に立ったかを聞いてみてください。 

 

次回は聖書の読み方について詳しく学びます。聖書の正しい読み方は、実際に何度も練習しながら少しずつ身に付くものなので、必要なら何回かに分けて学びの

時を持ちましょう。またその都度、ライフコンセプトの中で学んだことをどのように適用しているのかを心にかけてあげてください。 

 

成長には恵みと真理の環境と時間が必要です。続けて、教会やキャンパスでの成長という目的をもった集まりに参加することを励ましましょう。「ある人々のように、い
っしょに集まることをやめたりしないで、かえって励まし合い、かの日が近づいているのを見て、ますますそうしようではありませんか。」（ヘブル１０：２５） 
 

 

 

 

 

 

まとめ：５つのライフコンセプトまとめ：５つのライフコンセプトまとめ：５つのライフコンセプトまとめ：５つのライフコンセプト    
・不安から確信へ 

・価値のないと感じる者から赦された者へ 

・できない者から力を与えられる者へ 

・備えの無い者から整えられた者へ 

・霊的な幼子から霊的な大人へ 
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神さまは御言葉（聖書）を通してあなたに語りかけたいと願っておられます。聖書を読むことで神さまをもっと理

解できるようになり、あなたと神さまとの親しさも深まっていきます。神さまはご自身が創造された人間に語りかけ

ようと思われました。はじめは、旧約聖書を記した献身的な人々を通して語りかけ、それからイエス･キリストがこ

の地上に来られ、神ご自身が人となり人間と直接コミュニケーションを持ってくださいました（ヨハネ 1：14、へブ

ル 1：1～2）。イエス様は十字架上で死に、復活された後、天に帰られましたが、神さまは再びご自身に忠実な人々を

用いて、神の御子についての記録を残そうとされました。その彼らの熱心と従順の結果、新約聖書が誕生しました。

つまり聖書全体が私たちに対する神さまからの語りかけを記録した書物ということができます。聖書は、私たちと親

しく交わることを望み、私たちの応答を求めておられる神さまが与えてくださった「生ける言葉」なのです。 

 

 第５課でも御言葉を読むことがクリスチャンの成熟に向けて不可欠であることに触れましたが、ここではもう少し

深く、どのように神の言葉を理解し、私たちの益とすることができるのかについて学びたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６課第６課第６課第６課    

聖書の読み方聖書の読み方聖書の読み方聖書の読み方    

聖書クイズ聖書クイズ聖書クイズ聖書クイズ 

（聖書はどのような書物か？） 

 

１． 聖書が完成するまでにかかった年数は？（50 年 /150 年 /1500 年） 

 

２． 聖書を記した人物(著者)は何人？（2 人 /12 人 /40 人以上） 

 

３． 聖書はもともといくつの言語で書かれているか？（１ /２ /３） 

 

４． 聖書は現在、約何ヶ国語に翻訳されているか？（20 /200 /2000 以上） 

 

５． 聖書全体の中心テーマは「神による人間の 贖
あがな

い（罪からの救い）」である。

（正/誤） 

 

６． 聖書には数多くの人物が登場するが、主人公は常に、キリストを通して啓示さ

れた唯一の真の神である。（正/誤） 

 

� 「徹底検証キリスト教」（ジョシュ・マクドウェル著、中村光弘訳、いのちのことば社、

p.90-100） 参照 
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【準備】【準備】【準備】【準備】    

 

１、 神さまを求める心 

 

神さまは、聖書を通して、あなたに大切なことを伝えようとされています。あなたも神さまを求める心をもって、

以下のような態度で聖書を学ぶと良いでしょう。 

 

「神さま、あなたが聖書を通して、私に大切なことを語ってくださるのを感謝します。どうかあなたからの語り
かけに心を開くことができるよう、私を導いてください。」 

 

 

２、 ノートと筆記用具 

 

� 観察したこと、教えられたこと、適用のポイントなどを記録するためのノートを用意しましょう。 

� 何色かの色鉛筆があると、効果的な観察に役立ちます。 

 

 

３、 集中できる時間と場所 

 

� 神さまに心を向けやすい、落ち着けて集中できる時間と場所を選ぶこと。 

 

 

４、 聖霊の助け 

 

� 御言葉を正しく理解し適用できるよう、聖霊の助けを祈り求めましょう。 

(ヨハネ１６：１３) 

 

５、 御言葉の学びの全体像を心に留める 

 

� 神の言葉は適用されてはじめて私たちの益となります。しかし、そこに至るまでは、御言葉の注意深い観察

から始め、解釈へと進み、最後に適用という流れがあることを理解しておく必要があります。 

 

 

観察（何が書かれているのか？） 

 

解釈（どういう意味なのか？） 

 

適用（自分自身にどう適用すべきか？） 

 

 変えられた人生！変えられた人生！変えられた人生！変えられた人生！    
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ステップ１ステップ１ステップ１ステップ１    観察観察観察観察    

何が書かれているのか？何が書かれているのか？何が書かれているのか？何が書かれているのか？    

 

観察は解釈の扉を開く鍵である。どういう意味かを考える前に、 
何が書かれているのかを注意深く読みとること。 
 

 

１、 一番の基本は何度も繰り返して読むことです。そうすることで、全体の大まかな流れをつかみながら、読ん

でいる箇所の意味について考えることができるようになります。 

 

 

２、 ５Ｗ１Ｈの質問の答えを探しながら読むと良い観察ができます。 

 

 

� いついついついつ （安息日、最後の食事、祭りの時…） 

 

� どこどこどこどこ （エルサレム、ザアカイの家、牢獄、会堂、心のなか…） 

 

� だれだれだれだれ （登場人物、誰が誰に語っているのか…） 

 

� なになになになに （何についての話？－神の愛、祈り、信仰…） 

 

� なぜなぜなぜなぜ （なぜパウロは喜んでいるのだろう、なぜこの手紙は書かれたのだろう…） 

 

� どのように、どれくらいどのように、どれくらいどのように、どれくらいどのように、どれくらい （１２人の弟子、独り子を与えるほどに…） 

 

 

 

３、 繰り返されている言葉や表現に印をつけてみると、読んでいる箇所のテーマがよくわかります。 

 

例： Ⅰヨハネ２：１５－１７ ・・・世と愛 

ヨハネ１５：１－１０ ・・・とどまる 

     Ⅰコリント１３章 ・・・愛 

ヘブル１１章 ・・・信仰 

ローマ８章 ・・・聖霊 

 

 

４、 心に浮かぶ質問は後で調べるために書き留めておくと良いでしょう。 
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ステップ２ステップ２ステップ２ステップ２    解釈解釈解釈解釈    

どういう意味なのか？どういう意味なのか？どういう意味なのか？どういう意味なのか？    
    

 

 
観察した事柄に基づき、その箇所が伝えている意味をまとめること。 
 
 

 

１、 その箇所が伝えている「中心ポイント」を自分の言葉で簡潔にまとめてみましょう。 

 

 

 

２、 その箇所から学ぶことができる「真理や原則」を簡潔にまとめてみましょう。 

 

� 神さま（父、子、聖霊）はどのような方か 

� 人はどのような者か 

� 神さまが大切にしている本質は何か 

� 神さまと人との関係について 

� 人と人との関係について、など 

 

 

３、 解釈の注意点 

 

� 「文脈は解釈の王様」という言葉があります。自分が読んでいる箇所の、前後の文との関係、その書全体と

の関係、さらには聖書全体との関係を無視するならば、神さまが私たちに伝えたいことを誤って理解する危

険性があるので注意しましょう。全体の文脈を理解するためにも聖書の通読にトライすることを強くお勧め

します。 

 

� 聖書が書かれた時代の文化的・社会的・宗教的背景を知らないと意味がよくわからないこともあります。そ

のような時は聖書辞典や注解書で調べましょう。 

 

� 読んでいる箇所がどのような文学様式（ジャンル）で書かれているのかに心を留めないと、やはり意味を誤

解してしまうことがあるので注意が必要です。聖書は「歴史的語り」「預言」「格言」「詩歌」「手紙」などの

ような様々な文学ジャンルで書かれていて、「どういう意味なの？」を考えるときに、「どのような文学ジャ

ンルで書かれているの？」が大切になることもあります。私たちが詩や俳句や科学論文を、それぞれの文学

ジャンルの形式に従って読んでいくのと似ていますね！ 

 

 

４、 個人的なことはこの段階では書かないことにしましょう。それは適用の段階で！ 
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ステップ３ステップ３ステップ３ステップ３    適用適用適用適用    

「私にとって」「私にとって」「私にとって」「私にとって」 
 

 

御言葉を学ぶ究極の目的は、私たち自身が神さまの願う者へと変えられ、神さまの働きのために整えら
れることである。（Ⅱテモテ３：16,17） 
 

 

 

１、 みことばから教えられた真理や原則を、自分の心と生活のなかで、日々適用、実践していくプロセスのこと

です。たとえば、以下のような領域での適用が考えられます。 

 

� 信仰信仰信仰信仰：私が信じるべき真理は何か。何を信じるべきではないのか。 

� 感情と感情と感情と感情と態度態度態度態度：私の心に生じやすい恐れ、心配、憎しみ、嫌悪などの否定的な感情にどのような態度で向き合

い、取り組んでいく必要があるのか。 

� 行動行動行動行動：私の行いでやめるべきことは何か。反対に何を行うべきか。 

� 罪罪罪罪：私の生活で、神さまに対し、また誰かに対し告白しなければならない罪はあるだろうか。 

� 模範模範模範模範：私が従うべき模範は何だろう。反対に従うべきではない模範は何か。 

� チャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ：神さまが私にチャレンジしているように思われることは何か。 

 

 

 

２、 適用の注意点 

 

� 第５課で学んだように、クリスチャンの成熟には「恵み」「真理」「時間」という三つの要素が不可欠である

ことを忘れないようにしましょう。比較的簡単に実践できる適用もありますが、たとえば、内面の深い成長

に関わるような適用は時に難しく、時間がかかるものです。たった一つの適用のために何ヶ月も、あるいは

何年も取り組まなければならないということもあるでしょう。 

 

� あまり具体的でない適用の繰り返しに注意しましょう。たとえば、「プライドが砕かれるように」という適

用ポイントをいつもいつもあげるよりも、「先週自分のプライドのゆえに傷つけてしまった○○さんに、今

週会って心から謝罪する」というような適用が望ましいでしょう。 

 

 

 

３、 キリストの弟子として歩み、共に成長する仲間たちと、神さまからどのようなことを学び教えられ、様々な

適用に取り組んでいるのかを分かち合うことも大切です。互いのために祈り、支えあうことができるからです。 
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例：例：例：例：    短い箇所の観察・解釈・適用短い箇所の観察・解釈・適用短い箇所の観察・解釈・適用短い箇所の観察・解釈・適用    

 

【聖書箇所】【聖書箇所】【聖書箇所】【聖書箇所】    Ⅰペテロ５：７ 

あなたがたの思い煩いをいっさい神にゆだねなさい。神があなたがたのことを心配

してくださるからです。 

 

【観察】【観察】【観察】【観察】    

    

だれ：だれ：だれ：だれ：誰が誰に向けて書いているのか？ 

→ ペテロ（1：1）から「あなたがた」へ 

 

あなたがたとは誰のこと → 思い煩うクリスチャンたち 

 

なに：なに：なに：なに：何について書かれているのか？ 

      → 思い煩いを神さまにゆだねることについて 

  ・「思い煩い」って何？→ 心にある「不安」とか「心配事」のこと 

  ・「ゆだねる」って？ → 自分の手から離して誰かに任せること。 

 

どんな思い煩いをゆだねるべきか？ →「すべて」の思い煩い！ 

 

なぜ：なぜ：なぜ：なぜ：なぜペテロは思い煩いをゆだねるべきと言っているのか？ 

   →神さまが思い煩うクリスチャンたちのことを心配しておられるから。 

 

 

 

 

【解釈】【解釈】【解釈】【解釈】    

１． 御言葉は心に心配や不安を持つクリスチャンに対して、その心配事を（たとえそ

れがどのようなものだとしても）自分の手から離して神さまにお任せするよう励ま

している。 

 

２． 神さまについてわかること：神さまは心に心配事を持つクリスチャンたちのこと

を軽蔑したりはしない。かえって神さまはその人のことを心配し､心にかけていてく

ださる。 

 

 

【適用】【適用】【適用】【適用】    

今、私の心にある不安：水曜日のテストのこと。苦手な教授。本当にやばい！でも思い

煩うことを止めて、ベストを尽くそう！月曜日の２限があいているから､そのとき集中し

て勉強しよう。 

 

祈り：神さま､テストの思い煩いをあなたにゆだねます。どうかテストのことで思い煩う

ことを止めて、最善を尽くせるよう、私の心をお守りください。 
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練習：練習：練習：練習：    さあ、やってみよう！さあ、やってみよう！さあ、やってみよう！さあ、やってみよう！    

 

【聖書箇所】【聖書箇所】【聖書箇所】【聖書箇所】 ヨハネ 13：34‐35 

あなたがたに新しい戒めを与えましょう。あなたがたは互いに愛し合いなさい。わたしが

あなたがたを愛したように、そのように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。もしあな

たがたの互いの間に愛があるなら、それによって、あなたがたがわたしの弟子であること

を、すべての人が認めるのです。 

 

【観察】【観察】【観察】【観察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解釈】【解釈】【解釈】【解釈】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【適用】【適用】【適用】【適用】 
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＊許可なく一部または全体の複製（コピー）をかたくお断りします。 

 

 

 

 


